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 は じ め に 
                     

 常磐会学園大学 学長 大森 彰 
 

令和 7 年（2025）年、常磐会学園は学校法人設立 70 周年を迎えます。 
令和７年４月より、 常磐会学園大学と常磐会短期大学は『大阪常磐会大学・大阪常磐会

大学短期大学部』として新たな一歩を踏み出します。「こどもによりそう、あなたを育てる」

をテーマに、「子どもに共感できる実践力のある保育者・教育者を育てる」ことを目標とし

て取り組みを進めています。 
日々の授業では、「子どもに学び、子どもと共に歩む教育の素晴らしさ」を伝えることを

大切にしています。 
専門教育の充実をめざして、国際理解教育・心理発達支援教育を進めていきます。更に

特別支援教育課程を導入していきます。 

 また、社会貢献・地域連携を学園としてより一層の取り組みを進め、地域の中で、保育・

教育・福祉施設の好循環が実現することをめざしていきます。 
この度、平成 14 年の創刊以来今年度で 22 回目となる本学の教育・研究実践のまとめを

発行する運びとなりました。本報告書ではタイトルを「教育研究活動の現状と課題」とし

ています。本学における自己点検・自己評価の内容・方法として、「教育研究活動の計画」

「教員の研究分野・内容・実績」「授業評価」「キャンパスライフの調査」「FD 活動」の５

つのカテゴリーからまとめています。 
「教育研究活動の計画」は、大学の教育活動・研究活動のより一層の充実に向けて、各

部署において達成目標を定めています。その目標にそって、具体的な取り組み及び進捗状

況を報告し、達成状況や課題について協議し来年度の課題をまとめています。「キャンパ

スライフの調査」は、学生生活全般にわたってキャンパスライフの満足度を調査し、結果

を公表しています。毎年、学生の満足度が向上しています。 
「教員の研究分野・内容・実績」は、専任教員の校務分掌や研究活動の具体的な取り組

みを紹介し、加えて専門領域や研究実績が詳細に示されています。 
「授業評価」は、教員自身の授業の向上及び授業の改善に資するため、専任・兼任教員

の各授業に対して、学生による授業アンケートを実施しています。このデータ結果をもと

に授業改善が図られ、より良い授業が展開されるものと期待しています。また、授業内容

の改善等については、全教員が授業を公開し意見・感想を述べ合っています。 
今年度においては、新しく着任した教員 3 名による研究発表会を実施し、発表後は活発

な意見交換を行いました。授業内容・方法を改善し向上する等の FD 活動を組織的に実施

してきました。 

アクティブラーニングを重視した授業実践が、学生にも明確に認識され評価されていま

す。そのような参加体験型の授業実践が行えている背景には、上記のような授業研修や公

開授業等を通じて全学的な研修計画と実施があり、それを活かして準備と工夫を実践して

いる各教員の努力の成果といえます。 

令和７年度、大阪常磐会大学・大阪常磐会大学短期大学部では、時代のニーズのあった

特色ある大学づくりに努めていきます。本書をご一読いただき、ご批判を賜りますようお

願いいたします。 
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Ⅰ 教育研究活動 
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「教育研究活動」の取り組み 

 

この章では本学の教育研究活動、特に校務分掌における各部署の組織的な活動について報告する。 

報告するのは、学長を中心とした「大学経営」、本学専任教員からなる「教務部」「学生部」「研究部」「入試

部」「進路・実習指導部」、学長より委嘱された委員からなる「人権教育推進委員会」、学生の様々な活動を支援

するために教職員で構成された「自己点検」「学生支援」「地域貢献」「現職支援」「課題推進」「図書館運営委員

会」、事務局の「総務課」「教学課」「会計課」｢入試広報課｣の 17 部署である。 

 表には、今年度の目標、その目標達成のための具体的な取り組み、そして 1 年間での進捗状況、さらにそれ

に対する各部署の達成度の自己評価、最後に次年度の活動における課題がまとめられている。達成度は「Ａ」

「Ｂ」「Ｃ」の 3 段階で自己評価しており、それぞれ「目標以上に達成できた」「目標を達成できた」「目標達

成に至らなかった」となっている。また、各部署の活動は必ずしも単年度で終了する活動とは限らず、達成度

の評価が「Ｃ」にとどまっている活動もある。なお、そのような取り組みについては、次年度以降「Ａ、Ｂ」

に到達できるように継続して活動することとしている。 

 また、本学では各部署の年間計画や活動の進行状況について情報を共有し、その活動の進行状況や結果等に

ついて意見を交換する機会として「教育研究活動の計画全体報告会」を年 3 回、原則として全教職員の出席で

実施している。今年度は、年間計画を報告し合う第 1 回報告会を 5 月 31 日、進行状況の中間発表を行う第 2

回報告会を 11 月 6 日に、年度を通じての達成状況を報告する第 3 回報告会を 3 月 5 日に開催した。その場で

は、活発な意見交換もされ、情報の共有と全学的な教育研究活動への意識の醸成が行われた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－ 3－

25065045_令和6教育研究活動の現状と課題_本文.indd   325065045_令和6教育研究活動の現状と課題_本文.indd   3 2025/07/01   19:17:192025/07/01   19:17:19



01．大学経営 

令和６年度の目標 
多様性を尊重し包摂する人材育成を目指す。教育的愛情で学生を包み込み、学生の希望する進路保

障を組織的に取り組む。戦略的広報を展開し、全教職員が全力で定員１１８名の入学者を目指す。 
具具体体的的なな取取りり組組みみ  進進捗捗状状況況  評評価価  

① 

【積極的な学生募集】 

・教職員全員が「いい大学にしたい」という

目的で一致し、入学生 118 名を確保する。 

・オープンキャンパスへの来校者の増加を

めざし、広報、高校訪問の充実を図る。 

・１０月末時点で入学予定者数は昨年度か

ら 4 割の減少が予測された。しかし、公募・

一般で受験者が増え、９０名の入学予定者

とすることができた。昨年度から１０名の

減少となった。 

 
ＣＣ  

  
 

② 

【授業力と学生満足度の向上】 

・「楽しく、学びがある」授業づくりを進め、

学生が主体となる授業を探求する。 

・英語教育・英検支援を推進し、海外研修を

実施する。ICT を活用した授業を進める。 

・話し合いなどの対話やプレゼンテーショ

ンをもとに学生が主体となる授業づくり

を進めた。 

・オーストラリア、フィリピンへの海外留学

を実施することができた。 

ＡＡ  

③ 

【学生の実態を把握し進路支援を強化する】 

・教育的な愛情で学生を支援し、情報の共有

化を図り、教職員全体の意思一致をもとに

組織的に取り組む。 

・教員、保育士等採用試験の合格者の増加を

教職員のチームの力で実現する。学生の希

望が叶う進路支援を進める。 

・成績不振の学生への面談を実施するなど

配慮を要する学生へ様々な支援を行った。

支援を要する学生には、教員が連携し組織

的に取組みを進めることができた。 

・教採では、関西以外の他府県への受験者が

０名となり、合格者数が９名となり、昨年

度より減少した。 

 

 

 

BB  

 

 

 

④ 

【全学一致した体制づくりを進める】 

・認証評価で指摘された事項について取組

を進め、特別支援教育課程の推進を図る。 

【地域と連携し、地域に貢献する大学】 

・学生ボランティア活動や「発達支援」等地

域及び平野区等との連携を強化していく。 

・特別支援教育課程について文科省より認

可を受けることができ、導入に向けての準

備を進めることができた。 

・大阪常磐会大学発達相談支援センターを

設立し近隣の小学校２校に学習会を実施

し、地域貢献活動を進めることができた。 

 

ＡＡ    

⑤ 

【３ポリシー運用の実質化】 

・「アドミッション・ポリシー」「カリキュラ

ポリシー」「ディプロマ・ポリシー」の実

質化を進める。 

【来年度の大阪常磐会大学に向けて】 

・校是、ビジョンをもとに中期計画の作成を

行う。各部会、委員会活動等の交流を進め、

一つの大学として取組を推進する。 

・３ポリシーの見直しを進め、アドミッショ

ン・ポリシーを改定した。 

・大学、短大の統合に伴って、中期計画の作

成を進めた。また、各種規定・学則等の改

定を進めている。 

・大阪常磐会大学として、こども教育学部・

短大学部のより一層、連携した活動を進め

ていきたい。 

ＡＡ  

次次年年度度のの課課題題  

学生の希望する進路保障を組織的に取り組み、全教職員が全力で定員１１８名の入学者を目指す。  
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02．教務部 

令令和和 66 年年度度のの目目標標  
 学生の志望する免許・資格、卒業に必要な科目を自ら履修できる指導支援体制を整える。 

学生の授業内容や評価についての満足度を高める。 
再編に向けて、短期大学部と教務内容の調整をし、再編が円滑に移行できるようにする。 

具具体体的的なな取取りり組組みみ  進進捗捗状状況況  評評価価  

① 

【教育課程・教育評価】 
･教育内容が適切かどうか確認し、必要があ

れば関連部署と連携し、適時変更していく。 
・教科の学修内容や評価について再確認し、

学生の満足度を高める。 
・学生が自らの学修を分析し、捉える基準と

なる学修評価を検討する。 
 

 

・教育内容は、随時確認し、関連部署と連携

してきた。 

・教科の学修内容や評価について問題があ

れば、確認した。 
・学生が自らの学修を分析し、捉える基準と

なる学修評価を各教員は随時、検討してい

る。 
 

B 

② 

【履修】 
･学生が計画的に履修できるように、時間割

編成、履修手続き、履修に関する指導などに

ついて適時、見直していく。 
 

 

・随時、指導方法については見直しをおこな

っていた。履修登録の指導では、成績発表時

に履修指導を実施し、登録開始後は進路実習

指導部・教学課と連携して指導をした。 

 

B 

③ 

【基礎・専門演習・研究室】 
・入学前登校では、入学後の学修に向けて高

大ギャップをなくすような学修内容を検討・

実施していく。 
・基礎演習の内容を適時見直し、専門演習の

学びや進路へ繋がる基礎的な能力の習得を

目指す。 
・専門演習は、ミニ論・卒業論文・報告会の

質の向上を目指し、指導内容や報告会の実施

方法、評価基準についても検討していく。 
 

 

・2 回の入学前登校は、実施内容を検討し、

実施した。新入生の不安等を解消できた。 

・基礎演習の学修について適時、見直しを

し、実施した。 

・専門演習Ⅰで 10 月に論文の書き方（書式）

について講習会を開いた。専門演習Ⅰ・Ⅱの

報告会は滞りなく実施できたが、報告者の欠

席や提出物が遅れる学生が昨年度より多く

なった。 

B 

④ 

【教育】 
・ICT を活用した授業の実施を進める。 
・リメディアル教育、学習の遅れている学生

に向けた基礎学力を高める教育を検討して

いく。 
・学外研修は、関連部署と連携し、内容の確

認・見直しをしていく。 
 

 

・現在、情報収集をし、検討に至ったところ

までで、授業の実施、見直しには至らなかっ

た。 C 

次次年年度度のの課課題題  

学生の状況に合わせながら学生が志望する進路に向けての履修指導、学修支援や ICT を用いた学修環

境等の検討・実施は今後も継続し、学生の満足度を高める。また、今年度、十分にできなかったリメデ

ィアル教育、学習の遅れている学生に向けた基礎学力を高める教育、学外研修は、来年度も継続して取

り組む。  
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03．学生部 

令令和和６６年年度度のの目目標標  
学生と学生の自主的活動への継続的な支援を研究室、学生相談室、カウンセラー、保健センター、教務

部、事務室との連携の中で行う。  
具具体体的的なな取取りり組組みみ  進進捗捗状状況況  評評価価  

① 

【研究室指導】 

・各年次の実情に応じた指導を進める。 

・個人面接の充実と記録を整理していく。 

・学生指導に生かすことができる学生情報の

効果的な共有、活用を検討する。 

・教務部・教学課・保健センター・カウン

セリングルーム等と協力し、把握した学生

の状況の共有し、効果的な活用に向けて取

り組んでいる。 

B 

② 

【学生生活】 

・保健センターや学生相談室と連携し、合理的

配慮等に対する対応や支援の在り方を明確

にする。 

・学生の迷惑行為等に対しては、あらゆる場面

で積極的に対応する。 

・教員に対する合理的な配慮等に対する

理解を深める取り組みを行っている。ま

た組織的な取り組みの態勢づくりを進

めている。 

・学生の迷惑行為や授業での不適切な授

業態度などは、学生に対する働きかけと

ともに、授業担当の教員に対しての働き

かけも行っている。 

B 

 

【自治会活動】 

・自治会役員の増員を図る。 

・ときわ祭は、安全面・感染対策に配慮しなが

ら模擬店を実施する。 

・学生の主体性を生かし、トキガク祭や短大と

の取り組みを活性化する。 

・1 回生 5 名、2 回生が 5 名増員した。今

年度は１６名であった。 

・ときわ祭は、短大とステージ企画やイベ

ントを合同で行い、昨年度より交流が持

てた。過去最大の出店数で盛り上がり、

学生同士の交流も深まった。しかし、ガ

スの取り扱いや安全面や衛生面の配慮

に欠けることがあった。また雨天だった

こともあり、周知や情報の共有が徹底で

きなかったことが課題として残った。 

B 

④ 

【ボランティア】 

・平野区の行政や商店街等と学生との連絡調

整を積極的にはかり、地域に貢献するボラン

ティア活動として充実を図る。 
・大学広報とも連携し、ボランティアの活動を

SNS 等で発信する。 

 

・平野区はじめ地域のボランティアの多

くと関係性を持ち、学生の参加率も上が

っている。特に平野区の防犯ボランティ

アでは、学生の活躍がマスコミで取り上

げられたり、警察からの表彰をされるな

ど、高い評価を得ている。 

A 

次次年年度度のの課課題題  

次年度は学生部が統合し、これまでの活動の継続性をいかに確保するか。また統合によって新たな取

り組みをいかに円滑に実施するかが課題となる。 
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04．研究部 

令令和和６６年年度度のの目目標標  
  研究活動のさらなる活性化を図り、授業内容充実への取り組みを進める。  

具具体体的的なな取取りり組組みみ  進進捗捗状状況況  評評価価  

① 

【研究紀要】 

・投稿論文数の増加を図り、研究紀要を充実

させる。掲載論文公開の取り組みをさらに進

める。 

「研究紀要」第 25 号には、２編の査読希望

論文を含む、17 編のエントリーがあった。年

度末の刊行を予定している。 

BB  

② 

【授業研究】 

・全教員による公開授業を実施するととも

に、授業力向上のための研修を行い、FD に資

する。 

・「公開研究授業」を春期に行い、授業が公

開された。 

・全教員参加による「授業力向上研修」を２

月 12 日に今年度着任した３名の先生方を講

師として実施した。 

BB  

③ 

【授業アンケート】 

・令和７年度の短期大学の統合を踏まえ、ア

ンケート実施方法を短期大学に合わせてポ

ータルサイトからのオンライン形式に変更

し、前年度との回答率を比較することで、今

後の活用可能性について検討する。 

・アンケート実施の目標はこれまで通り、教

員の意識と教育の質の向上を図り、授業改善

に活用する。 

・春期の授業アンケートについて、今年度は

じめて、短期大学部と揃えて、WEB 形式を導

入し、実施した。回答の内容はわからないも

のの回答者名はわかるため、対応が必要であ

ることがわかった。アンケート結果とコメン

トは前年度を踏襲し、学生にも公表した。 

・春期の問題点を踏まえ、回答者名が分から

ないよう、教員が結果を見られるのは成績確

定後になるよう改善を図った上で秋期は、12

～１月に授業アンケートを実施した。 

A 

④ 

【キャンパスライフに関するアンケート】 

・一昨年度よりオンライン形式での実施に

変更したが回答率は低下しなかった。引き続

き回答率を高める取り組みを進める。 

・学生の満足度向上につながるよう調査結

果を分析・報告し、教育活動と教育環境の改

善に積極的に活用していく。 

・昨年度と同様オンライン形式の実施を進

める方向で検討している。授業アンケートで

の質問項目との重複が見られるため、より学

生生活の満足度や要望を反映できるよう質

問項目の検討を図っている。 

・結果の公表が遅れているため、評価を C と

した。 

C 

次次年年度度のの課課題題  

 研究部そのものが研究・地域連携部として再編されるため、業務内容の分担の見直しが必要となる

と思われる。 
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05．入試部 

令令和和６６年年度度のの目目標標  
入試広報課および短大入試部等と連携して広報活動を強化し、入学定員を確保（うち年内合格者 100 名以上）する。 

具具体体的的なな取取りり組組みみ  進進捗捗状状況況  評評価価  

① 

【入試選考・高大接続】 

・すべての入試選考を適正に実施する。 

・アドミッション・ポリシーに適合し、定員確保に

つながる入学者選抜の設計・改善に取り組む。 

・すべての入試選考を適正に実施した。大短合同

での学科試験に備え、マニュアルを整備して実施

した。 

・アドミッション・ポリシーの見直しに取り組

み、改定した。 

・出願者増を目指し、次年度は対話表現型の合格

見通し早期化や実技表現型と音楽基礎レッスンと

の連動を検討している。 

Ａ 

② 

【ＯＣ】 

・ＯＣ来場者一人ひとりに丁寧に働きかけ、満足度

向上を図る。 

・学生スタッフの拡充と主体的参加を引き出し、来

場者対応力の向上を図る。 

・学園再編を見据え、大学短大同日でのＯＣ開催に

取り組んだ。12/8ＯＣまでの参加高校生数は 369人

（大短両方参加 61 人を含む）であり、昨年度とほ

ぼ変わらない。しかし参加高 3生に着目すると 240

人（大短両方参加 31 人を含む）であり、昨年度の

294 人からは減となった。 

Ｂ 

③ 

【学校訪問・高大連携】 

・適時の高校訪問、積極的な高校ガイダンス参加を

通して、OC 参加と出願につなげる。 

・資料請求者管理システムを積極的に活用して、効

果的な高校訪問・広報活動を行う。 

・連携校への広報活動を強化する。 

・今年度より訪問校を大短の教員で分担し、第 1

期（6～7月）、第 2期（8～9 月）、第 3期（2～3

月）を実施した。高校ガイダンスにも大短教員で

積極的に参加した。 

・新たに公立高校 1校と連携協定を締結し、高大

連携協定校は公立高校 34 校、私立高校 10 校とな

った。 

Ｂ 

④ 

【学生募集・大学広報】 

・各種広報メディアを充実させ、学園統合・再編と

本学の魅力の広報に取り組む。 

・訴求力の高い広報ツール（キャンパスガイド等）

の制作に取り組む。 

・音楽基礎レッスンなどの地域貢献活動を通した本

学の広報に取り組む。 

・学生募集に力を入れたが、OC 参加高 3 生数、出

願者数いずれも昨年度より減少した。2/26 時点の

入学予定者は 1年次 87 人（前年度 99 人）、3年次

1人（前年度 1 人）である。 

・高校生向けにもときわ祭の案内に努め、当日の

個別相談コーナーも設けた。 

・次年度キャンパスガイド制作に向け、新たに業

者を選定し、入試部・入試広報課内で製作チーム

を設けて取り組んでいる。 

Ｃ 

⑤ 

【大学・短大の入試広報統合】 

・大学短大の入試広報活動の円滑かつ効果的な統合

に取り組む。 

・今年度より、大短両入試部長及び入試広報課幹部

の会議を毎週開催し、月例入試部会を大短合同で

実施した。 

Ｂ 

次次年年度度のの課課題題 

・入学定員を確保する。 

・入試・広報課と連携し、学生募集及び入試運用に全学的に取り組む体制を推進する。 
 

－ 8－

25065045_令和6教育研究活動の現状と課題_本文.indd   825065045_令和6教育研究活動の現状と課題_本文.indd   8 2025/07/01   19:17:202025/07/01   19:17:20



06．進路・実習指導部 

令令和和 66 年年度度のの目目標標  
・学生のより豊かな実践的体験のための、適切な実習の実施を図る。 
・進路が確かなものとなるように積極的な指導をしていく。 

具具体体的的なな取取りり組組みみ  進進捗捗状状況況  
評評

価価  

① 

【実習指導室】 

・保育・教育実習に向けての指導や進路につ

いて関連する科目と連携し、個別又は少人

数で指導を行う。 

・春期に日誌の書き方等への指導を進めた。

秋期には施設実習への業務内容が理解できる

よう積極的に進めてきた。丁寧な日誌の書き

方の不十分さや積極性に欠く姿を授業内の指

導で改善を図っていきたい。 

BB  

② 

【キャリア教育】 

・将来の進路に向けて1年次生からキャリア

教育を進める。 

 

・教員・公立保幼採用等進路の確保に向け

た、効果的な取り組みを行う。 

・基礎演習Ⅰ・Ⅱでキャリア教育を実施した。 

Ⅰでは外部講師によるリクルート講座、保育

教育の現場の説明をおこなった。Ⅱの秋期で

は、大阪市の教員採用テストに説明を行い、養

成講座の体験談を伝えてもらうことで 2 年生

の士気を高める事に繋げた。幼保では常磐会

付属幼 3 園の保育教諭から「付属園の魅力・

やりがい」を学ぶことができた。 

・基礎演習Ⅱのキャリア教育では大阪市教員

採用説明会を・小学校教採合格者は実数 9 名

であり、公立幼保の合格者も実数 9 名(延 14

名)を数えた。 

BB 

③ 

【実習】 

・実習に関係する指導の充実を図る。先修条

件の充足、教育実習の内諾手続きについて

指導の徹底を図る。 

・円滑な実習ができる体制に努める。 

・統合に向けた実習懇話会を実施する。 

・教育実習・保育実習の先修条件について注

意喚起と共に指導を徹底したが、先修条件を

満たさないことで、予定していた実習を辞退

となる学生が昨年度より増えた。 

・実習懇話会は、大学・短大合同で校内におい

て、大短教職員が一丸となって実施した。 

BB  

④ 

【ボランティア】 

・進路を考えるためのボランティアを学生

に推奨する。現場での体験をより豊かにす

るため、大短ともに望ましいボランティア

先を模索する。(有償ボランティアも含む) 

・短大付属園等との連携強化を図る。 

・教育実習のための 20 時間ボランティア活動

については、教育保育の活動の幅を広げたた

め取り組みやすくなり、ボランティアがスム

ーズに進めることができた。 

・茨木高美幼稚園の夏祭りに多くの学生が参

加し、好評を得た。 

AA  

⑤ 

【進路支援センター】 

・教員と学生情報や就職情報を共有し、連携

して学生一人ひとりの想いを大切に進路指

導を進める。 

・就活に対し高い意欲で臨むように、進路ガ

イダンスの実施や、就職フェア・ボランテ

ィア活動の参加を促していく。 

 

・学生の多様な希望に対応し進路相談を進め

た。進路未定者への支援を行い、就職率 100％

を目指して取り組みを進めている。 

・大阪市教員採用試験説明会及び、大阪市教

師養成講座特化説明会を本学で実施し、受験

に向けての意識を高めた結果、講座受験の人

数が多くなっている。 

・公立採用試験に向け、SPI 模擬試験を実施し

た。 

AA  

次次年年度度のの課課題題  より良い実習指導ができるように教職員全員で意思統一して指導できるよう進める。

また、実習やボランティア・インターンシップなどを通して、学生が社会に興味を持ち、教員採用試験

等も含め就職活動への意欲を高めていくよう支援を充実させていく。  
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07．人権教育推進委員会 

令令和和 66 年年度度のの目目標標  
  人権に関する意識・感覚の向上と主体的・能動的行動につなげる人権教育に取り組む。 

具具体体的的なな取取りり組組みみ  進進捗捗状状況況  評評価価  

① 

【教育・研修の企画】 

・学生及び教職員を対象とした人権教育研

修会を企画し、開催する。 

・学生に対する人権啓発教材の研究及び啓

発活動を進める。 

・研修及び啓発活動にあたっては、参加者が

より学びの深まる研修の内容及び開催方法

を検討する。 

・1 月 15 日(水)2 限目に、主に 1・2 回生の

学生を対象とした人権教育研修を、佐藤敏郎

氏をお迎えし、開催した。 

・実際の参加者にはつながらなかったもの

の、3 回生以上についても広く告知し、参加

を呼び掛けることを行った。 

・教職員のみを対象とした研修会について

は開催することが出来なかった。 

BB  

② 

【実践につなげる取り組み】 

・人権に対して能動的に行動する学生の育

成を目指し、学生らが人権教育の学びを実践

する機会について情報提供する。 

・平野区の人権に関する取組みやイベント

に学生の参加を促し、地域との交流を図る。 

 
・学生に向けた人権啓発や福祉的なボラン

ティア活動の機会を積極的に提供していく

ことを目指したものの、具体的な形にするこ

とが出来なかった。 

Ｃ 

③ 

【役割等の見直し】 

・短大との統合を視野に人権教育推進委員

会の、これまでの経緯を振り返り、会の役割、

規定などについて統合に向けて整理する。 

 

・短大や他学の人権相談の窓口や、取り組み

等について確認、調査分析を実施したもの

の、具体的に、委員会内で共有し、議論を深

めることができなかった。 

Ｃ 

④ 

  

 

⑤ 

  

 

次次年年度度のの課課題題  

・統合後の学生・教職員向けの研修会の開催方法や時期について検討する。 

・学生に具体的な活動の場を提供する。  
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08．自己点検 

令令和和６６年年度度のの目目標標  
  教職員の組織的協働を進め、大学の教育力を高める。  

具具体体的的なな取取りり組組みみ  進進捗捗状状況況  評評価価  

① 

【大学評価】 

・現在の教育研究活動の改善に資する自己

評価を行うとともに、外部評価の結果を踏ま

えて、統合再編に向けた改善を組織的かつ計

画的に行なう。 

 

・外部評価の結果を踏まえ、各部が統合再

編 
に向けた規程の見直しを進めている。 
・外部評価の結果を踏まえ、各部が規程の

見直しをおこなった。 
・統合・再編の動きに合わせ、引き続き規

程等の見直しを行う。 

B 

② 

【ＦＤ・ＳＤ】 

・教職員が協働して大学の教育力を高める。 

・各教員は、学生の能動的学習の取り組みを

積極的に進める。 

・組織的な SD 研修を行う。 

・教育力向上につながる FD 研修を行う。 

 

・公開授業を 6 月 10 日～6 月 21 日に実施し

た。 

・兼任講師も含め、授業規律を保ちつつ、学

生が能動的に学習に取り組む手立てについ

て検討し、共有した。 

・2 月 12 日に新任教員 3 人の研究内容をレ

クチャーしていただく研修会を開催した。 

Ｂ 

③ 

  

 

④ 

  

 

次次年年度度のの課課題題  

 ・大学機関別認証評価で指摘を受けた点について改善する。再編後の新体制でも基準を満たすよう、

諸規定の整理と体制の整備を進める。 

 ・組織的な FD・SD 研修を行い、大学の教育力を高める。  
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09．学生支援 

令令和和６６年年度度のの目目標標  
・関連部署と連携し、支援が必要な学生に対して適切な支援を行う。 
・学生支援にかかる危機管理マニュアルの作成を検討する。 
・新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から、学生が自分で健康管理できるように指導する。 

具具体体的的なな取取りり組組みみ  進進捗捗状状況況  評評価価  

① 

【学生相談室】 

・研究室担当教員、保健センター、「そらい

ろ」、教学課など各部署と連携し、情報

の共有を速やかに行い、学生を全学的に

サポートする。 

・特別なニーズのある学生に対して、「合理

的配慮」「個別の支援計画」などを整備

する。 

・各部署と連携し、情報の共有を速やかに行

い、学生を全学的にサポートできるように

情報の共有を進めている。 

・特別なニーズのある学生に対して、「合理

的配慮」の組織的な提供ができるように体

制の整備を行っている 

B 

② 

【カウンセリングケア】 

・実習、学生生活の必要に応じて、支援が必 

要な学生の情報を迅速かつ適切に関係部

署で共有し、手立てを講じる。 

 

 

・実習、学生生活の必要に応じて、支援が必 

要な学生の情報を迅速かつ適切に関係部署

で共有し、必要に応じて対応や支援について

協議している。 

 

B 

③ 

【保健センター】 

・保健センターだよりや保健センター前の

掲示等を通じて、生活習慣や免疫など保健

に関しての意識を高められるよう努める。 

・ＵＰＩ調査と、実習前の問診票の結果を併

せて、心に不安や困り感のある学生に対し

面談等の対応をすすめていく。 

・保健センターだより等を通じて、不安や困

り感を持っている学生に対し呼びかけを

行い、保健センター来室を促す。また、教

学課・そらいろ・学生相談室と連携しなが

ら、相談できる体制を整えていく。 

 

・保健センターだよりや保健センター前の

掲示等を通じて、食中毒・熱中症・心のあ

りようなど 健康な生活が送れるように 

 働きかけた。 

・ＵＰＩ調査・実習前の問診票の結果をあわ

せて、面談することで 学生の不安感や 

困り感をみつけ出し、そらいろの紹介など

対応に努めた。 

・保健センターだより・掲示物を通じて、不

安や困り感を持っている学生に対し呼び

かけを行っている。学生ひとりひとりにあ

った対応ができるよう、学生部・教学課・

そらいろ・学生相談室と連携しながら、相

談できる体制を整えつつある。 

B 

次次年年度度のの課課題題  

次年度の大学、短大の業務統合にさいして、今年度までの取り組みをいかに引継ぎ、継続させていく

か。また、これまでにはない活動の実施も考えられるが、その円滑な実施が課題である。 
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10．地域貢献 

令令和和６６年年度度のの目目標標  
  平野区をはじめとして、大阪市、八尾市、松原市との地域提携をより充実させ、地域における大学の

役割を果たす。  
具具体体的的なな取取りり組組みみ  進進捗捗状状況況  評評価価  

① 

【地域貢献 Project】 

平野区をはじめ、大阪市、八尾市、松原

市との地域協定の強化を図る。 
・平野区との地域貢献プロジェクトの会合

をもち、平野区との地域協定に基づく各種

の取り組みに参加する。 
・喜連村史の会と連携した授業「喜連村フ

ィールドワーク」の充実 
・「子育て支援事業」「子どもフェスタ」「健

康まつり」等に教員・学生を参加させる。 

(平野ミュージックステーション) 

・平野区学力サポート事業に学生を参加さ

せ、子ども共に学ぶ場とする。 
(第９回子ども(小中)英語スピーチコンテス

ト) 

 

4 月４年ぶりのあかる姫まつり参加 

7 月子ども向けイベント『トキガクフェス

タ』 

8 月平野区との地域協定に基づく会議を 

開き、各種取り組みについて確認した。 

 

（10 月トキガク祭 11 月平野区民まつり） 

 

11 月第 159 回喜連村史の会とのコラボ例会 

11 月平野区中学生・小学生英語スピーチコ

ンテスト開催。教員、学生参加 

12 月平野ミュージックステーション(あお

ぞら音楽隊が参加) 

12 月平野警察へ防犯ボランティアとして参

加  

2 月平野警察署から啓蒙活動を表彰される 

2 月平野西保育所にてあおぞら音楽隊発表 

2 月出戸バイブルチャーチ、バレンタイ

ンイベント参加 

 

A 

② 

【こどもセンター】 

・子どもの遊び環境を整える 

（おもちゃ作りなど） 

新型コロナ感染拡大により抑制していたが、 

園庭あそび、伝承遊び、親子とあそぼ 1 歳さ

んなど地域にむけての子育て講座がリスタ

ート、イベント等含め徐々に活発に動き始め

た 

 

B 

③ 

【教育センター】 

・公開講座を開講し地域住民の生涯学習に

貢献する。 

・地域住民のニーズに応える講座を開講す

る。 

2 年前 10 月末よりリスタートしたが、 

講座によっては、定員を２倍オーバー 

抽選が出るほど人気が上昇中。今後も地域へ

のアカデミックな貢献を続けていく予定。 

A 

次次年年度度のの課課題題  

 地域貢献の活性化を進め、大学と地域との連携をさらに深める取り組みを続ける。 
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11．現職支援 

令令和和 66 年年度度のの目目標標  
  
・常磐会短期大学及び本学を卒業した現職はもとより、現場で勤務する教職員等の支援をする。 
・支援された方々が、「常磐会で学んでよかった」と思える充実した研修内容に努めていく。 
 

具具体体的的なな取取りり組組みみ  進進捗捗状状況況  評評価価  

① 

 

・昨年度に引き続き、本学独自で行う小学

校・幼稚園(保育)教諭及び保育士を対象と

したオンライン講習「新たな学び」を開催

する。 

 

・公立小・中・高教員の研修履歴システムと

連動している「教員研修プラットフォーム

(通称 PLANT)」に登録できるか検討する。 

また、PLANT に掲載する講習動画の公募に

エントリーしていく。 

 

 

・常磐会学園大学・常磐会短期大学の所属教

員による 32 講習を公開している。現在、

団体４園、個人 1 名から述べ 239 人の講座

受講があった。 

・PLANT への登録は、費用効果の面から今年

度は見送った。 

・補助金公募「「新たな教師の学び」に対応

したオンライン研修コンテンツ開発事業

について」に 1 件（短大でも 1 件）が採用

される。現在、来年度の公開に向けて作成

をしている。 

 

BB  

② 

  

 

次次年年度度のの課課題題  

現職教員への学びの場として本学独自のオンライン講習「新たな学び」や学外のオンライン研修事業

に継続して参加することは継続していくべきことである。ただ、講習を実施だけでなく、本学の講座を

現職教員に認知してもらうことも進めていかなければならない。  
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12．課題推進 

令令和和６６年年度度のの目目標標  
各課題を検討・推進し、大学の魅力を高める。 

具具体体的的なな取取りり組組みみ  進進捗捗状状況況  評評価価  

① 

【ICT 教育推進・ICT 委員会】 

令和の学びにふさわしい学修環境の整備お

よび教職員・学生におけるスキルの検討及び

育成。 

・教職員・学生における ICT（情報通信技術

の使い方）のスキルアップを図る 

・教育・保育現場における ICT の現状を把握

し、大学授業での活用を推進する。 

・ICT を推進するための学内環境を検討し、

必要に応じて整備する。 

 

 

・教職員・学生における ICT（情報通信技術

の使い方）のスキルアップ、大学授業での活

用については、検討したが推進まで至らなか

った。 

・学生や教職員からインターネット環境に

ついては、大きな問題は発生しなく、新たに

整備することはなかった。 

CC  

② 

【多文化理解-英語を手がかりとして】 

学生が気軽に英語に接する環境を整え、多

文化理解の一助とする。 

 

・基礎演習で少人数の対話を中心とした英

語コミュニケーションを学ぶ時間を年間 3

回（各回 45 分）実施した。 

・毎週水曜日、英語サークルの学生を中心に

外国人講師と交換している。 

CC  

③ 

【海外研修】 

・海外研修プログラムが、安心・安全で、学

生にとって実りある研修となるよう計画・実

施する。 

・学生が参加しやすくするための費用支援

制度を実施する。 

以下のように実施した。 

・保育研修 オーストラリア・シドニー  

9 名（全員 2回生） 

・語学研修 フィリピン・セブ島 

3 名（2 回生 2 名、3 回生 1 名） 

参加者全員が費用支援制度を利用した。 

Ｂ 

④ 

  

 

次次年年度度のの課課題題  

・教職員・学生における ICT に関するスキルアップや学内の環境整備は、継続的にする必要がある。 

・多文化理解には、さらに活動を活発化させる取り組みがほしい。  
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13．総務課 

令令和和 66 年年度度のの目目標標  
〇備品・施設設備の整備 

〇業務の整理…業務の見直し 

 

具具体体的的なな取取りり組組みみ  進進捗捗状状況況  
評評

価価  

① 

【備品・施設設備の整備】 

〇101.102.301.302.303 講義室音響設備入替 

〇1 号館リモコンスイッチシステム更新工事 

〇受変電設備内更新工事（受変電設備碍

子、動力変圧器、電灯変圧器更新） 

〇1 号館受水槽更新工事 

〇消火栓ホースの耐圧試験と消火器更新

（1・2 号館及びロッカー棟 38 本） 

〇アクティブラーニング室用タブレット購

入 

 

 

 

 

 

〇1 号館リモコンスイッチシステムは 12 月

に終了しました。 

〇受変電設備内更新工事は 12 月に終了しま

した。 

〇消火器の更新は 3 月の点検で実施予定。 

〇1 月に大学の自動ドアの部品の更新提案

がありました。万博の影響で手配してもすぐ

に人や集まらなかったりで 2025 年 4 月下旬

以降に工事を行う予定です。 

 

 

AA  

② 

【業務の整理】 

〇総務課業務、受付業務、清掃作業、 

用務作業の整理 

〇修繕計画の作成と確認 

〇不要な作業は減らして、大短が徐々に同

じことができるようになってきましたがま

だまだ整理することがたくさんあります。 

 

ＢＢ  

③ 
  

 

次次年年度度のの課課題題  

・103 講義室音響整備 

・専任教員用ノート PC、授業用ノート PC（１台）購入 

・ホットウォーターディスペンサー追加設置 

・自動扉の部品交換作業 

・高圧電気部品の交換工事 

・自動火災報知設備の更新 

・業務の見直し 
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14．教学課 

令令和和６６年年度度のの目目標標  
・学生が充実した学生生活を送り、免許・資格を取得して卒業できるよう、多面的にサポートする。 

  
具具体体的的なな取取りり組組みみ  進進捗捗状状況況  評評価価  

① 

【授業関係】 

・履修や実習の手引き等、統合に関連して、内

容の変更・修正など必要なものについて、各関

係部署と協議しながら、より分かりやすいもの

に変更していく。 

 

 

 

履修の手引きのカリキュラム表を、卒業・免許・

資格ごとに記載することにし、在学生分も同様

に準備を進めている。 Ｂ 

② 

【学生情報】 

・出席状況・成績から怠学や退学・除籍の兆候

などを早期に捉え、速やかに各関係部署や研

究室等に情報共有する。 

  

 

 

昨年度に引き続き、授業 3週目以降に欠席回数

調査を行い、怠学兆候の情報共有は行ったが、

授業の中盤以降に欠席が目立ってきた学生の

チェックがあまりできていない。 

 

Ｃ 

③ 

【業務の効率化】 

・学生の窓口対応について、両教学課で様式や

手順のすり合わせを行い、誰でも対応できる

ようにする。 

 

両教学課で申請書類の様式を揃える準備をし

ている。窓口対応については、教育課程の違い

や、履修上のルールが違うことから、誰でもが

対応できる状況にはなっていない。 

Ｃ 

④ 

【教務部・進路実習指導部との連携】 

・希望する免許・資格を取得できるよう、教務

部、進路・実習指導部と密に情報共有を行い、

履修登録を支援していき、免許・資格・卒業

条件等の履修状況について、しっかりと把握

できるようにチェック体制を強化していく 

 

実習の先修条件の不備が目立つため、卒業・免

許・資格の条件と同様に、学生がポータルサイ

トでチェックできるように設定をする予定で

あるが、次期に間に合うように設定することが

難しい。 

Ｃ 

⑤ 

  

 

次次年年度度のの課課題題  

 今年度は短大の教学課との違いを知ることから始め、様式や規程を揃える作業が多かった。 

次年度以降は実際に運用してみることにより、より効率的に業務を行えるようにしたい。  
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15．会計課 

令令和和 66 年年度度のの目目標標  
手数料等支払いの流れを変更し、学生の利便性向上を推進する。 

具具体体的的なな取取りり組組みみ  進進捗捗状状況況  評評価価  

① 

【業務見直し・合理化】 

・証紙券売機を設置することで、学生が手数

料（各種証明書、教育実習料等）支払いの

都度、会計課まで移動する負担を軽減す

る。 

証紙券売機を設置したことで学生が支払い

の都度、会計課窓口へ移動する負担を減ら

すことができた。キャッシュレス決済に対

応したことで利便性向上につながってい

る。 

ＡＡ  

② 

 

【事務手続】 

・トキガクポータルを活用し、学費や各種費

用の納入期間、および書類提出期日の周知

徹底を図る。 

 

トキガクポータルを通じ、各種手続期間を周

知した。一部手続きが完了しない学生に対し

ては教学課および担当教員と連携し手続き

の漏れがないようフォローした。 

Ｂ 

③ 

  

 

④ 

  

 

⑤ 

  

 

次次年年度度のの課課題題  

 法人・大学・短大・付属３園において部門ごとに管理している口座を学園口座として一本化する。付

属３園を含めた各部門の振込みを法人会計課が集約して行うことで支払業務の一元化を図る。  
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16．入試広報課 

令令和和６６年年度度のの目目標標  
再編を最大限に活用した入学者数 118 名の確保と入試の円滑実施 

具具体体的的なな取取りり組組みみ  進進捗捗状状況況  評評価価  

① 

＜広報活動＞ 

・取得した名簿、メールアドレスや LINE-ID を

活用した動画を含む効果的なアプローチの

実施 

・在学生の協力による高校生への情報発信 

・在学者情報や接触者情報の共有による募集

活動の最大化 

・OC サイト、チラシのデザイン変更･統一化 

・動画を含むイベント告知や、開催報告情報の

発信を実施できたが、継続体制の構築には至

らなかった。 

・在学生の協力による情報発信はできなかった。 

・AOLの大短での利用開始により、在学生や、

資料請求者の情報を随時確認環境が整い、OC

や高校訪問、ガイダンスでの募集活動での活

用を定着できた。 

・今年度の変更・統一化は図れたが、次年度に

向けた具体化はできずに終わった。 

B 

② 

＜ＯＣ＞ 

・OC チラシ(DM)送付、LINE、メールによる継続

的な告知により動員増を図る 

・上記制作物や OC 特設サイトで業者作成のロ

ゴ・イラストを使用し、イメージの統一化と

継続訴求による認知定着を図る 

・短大との合同開催により、プログラムの充実

をはかり魅力訴求の拡大につなげる 

・SNSなどの継続的な告知は図れたが、印刷物は

大短での確認事項が煩雑となり、制作点数を

厳選した。受験学年の動員増には結びつけら

れなかった。 

・統一化デザインの使用が徹底できた。グッズへ

の活用など継続した利用ができた。 

・大短共通総合ガイダンスなど、プログラム増は

できたが、アテンド制との連動が難しく受験

促進まではつなげられなかった。 

C 

③ 

＜学校訪問・進路ガイダンス＞ 

・大学・短大教員と入試広報課職員とが、高校

訪問、各種ガイダンスを分担し、在学生出身

校だけでなく、奈良方面を含む資料請求者が

多い高校との接触回数を増やすことにより

関係を強化し、資料請求者・見学者・入学者

増につなげる 
・高大連携協定を活用した入学者増を図る 

・大短教職員での3回の訪問では、2･3回目訪問

時にメッセージカードを届けるなど関係構築

につなげられた。 

・奈良方面の訪問は昨年同時期 18 校から 24 校

に増やせたが、全体では微減となった。 

・高大連携校を昨年から3校追加したが、特典縮

小により、特典を大きく打ち出す競合他学と

学費面での競争力が弱まり、昨年36名から30

名と減少した。 

C 

④ 

＜入試選考＞ 

・入試方法・経済支援制度・各種様式の変更に

伴う事務処理の適切な対応 

・募集要項をカラー化し、受験生理解を促し、

ミスの防止を図る 

・顔写真のデータ化による受験生の出願の簡

便化を図る 

・最終入試前ではあるが、滞りなく実施できてい

る。 

・募集要項のカラー化はできたが、大短の情報す

り合わせに労力がかかり、十分な確認を行え

ず、訂正箇所が発生した。 

・顔写真のデータ化は、滞りなく実施できた。 

B 

次次年年度度のの課課題題  大短統合の初年度であり、部・課の新しい組織体制での募集体制の構築  
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17．図書館運営委員会 

令令和和６６年年度度のの目目標標  

・特色ある図書館を目指す。 

・利用者サービスの充実を図る。  

具具体体的的なな取取りり組組みみ  進進捗捗状状況況  評評価価  

① 

【特色ある図書館】 

・絵本・児童書等、こども教育関連図書、特に

小学校関係・特別支援関係図書の充実・整備を

図る。 

 

季節・行事の（絵）本を積極的に整備し

た。 

特別支援関係の本についても整備しつつあ

る。 
ＢＢ  

② 

【主催行事】 

・教員選書会・学生選書会・絵本読み聞かせコ

ンテスト等の開催を予定。開催方法等について

は図書館運営委員会で検討する。 

 

学生選書会以外は参加者があったが、少人

数であったため、開催時期、方法を検討し

たい。（特に時期の設定が難しい） 

バルーンアート講習会は好評であったの

で、引き続き行いたい。 

 

 

ＢＢ  

③ 

【利用サービス】 

・貸出、レファレンス、調査研究支援、希望図

書購入を行う。 

 

OPAC 検索の条件充実を行った（キーワー

ド、年齢検索） 

レファレンスも積極的に行った。 

学生・教職員のニーズに応えられるよう 

情報収集をし、資料を購入した。 

 

 

ＡＡ  

次次年年度度のの課課題題  

 常磐会幼稚園との連携。 

 シラバス記載参考図書の積極的購入 
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Ⅱ 教員の研究分野・内容・実績 
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「教員の研究分野・内容・実績」について 
 

 

 この章では本学の専任教員の研究分野、研究内容を紹介し、本年度の教育研究活動の実績を

教員ごとに表にまとめている。 

 

本学 HP においても、本学の情報公開の形に合わせ、全専任教員の学位を記載している。 

 

また、教育活動については、授業担当教科に合わせて、その他の活動として本学の教育セン

ターの公開講座などについても記載している。 

なお、記載した授業担当教科以外にも、1 回生・2 回生のいずれかの担当となり、基礎学力

の向上や論文執筆の基礎、キャリア教育などを行う「基礎演習 I」「基礎演習Ⅱ」という授業も

行っている。更に 3 回生、4 回生の担当となり卒業論文執筆の指導に当たる「専門演習 I」「専

門演習Ⅱ」の担当もしている。 

 

研究活動については、専攻分野、所属学会、研究課題と研究キーワード等を記載し、その教

員の研究分野が分かるようになっている。また、本年度の研究業績については、本年度に行っ

たものから代表的な研究活動のみを記載している。更に、教育活動と研究活動以外に社会に貢

献するような活動を行っている教員はそれも記載している。 
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令和６年度 教育・研究活動 

職名 教授 氏名 Ａｌｅｘ．Ｍ．林 学位 修士（文化学） 

校務分掌 研究部(授業研究)、入試問題作成委員、地域貢献 

教育活動 

担当授業科目 

英語スピーチプレゼンテーション、リスニング・フォー・コミュニケーション、リーディングフォ

ーコミュニケーション、欧米の子ども文化、アクティブ・コミュニケーション、中学英語、 

幼児英語教材研究、幼児英語実践論、イフェクティブ・ライティング、英検 2級対策講座 

その他の活動 

常磐会学園大学広報活動（高校出前講座、高校出張講演）、常磐会学園大学公開講座（英会話・ギタ

ー・ウクレレ・茶道）、地域密着型情報発信 FM 放送 DJ パーソナリティ、平野区学力サポート事業

（小学生・中学生のための英語スピーチコンテスト）監修、大阪市英語授業サポート、全日本大学

生英語スピーチコンテスト審査委員・英語スピーチアドバイザー、高校生・中学生英語プレゼンテ

ーション指導研修委員・英語スピーチアドバイザー 

研究活動 

専攻分野 
日米文化比較（言語・文化） 

プレゼンテーション（言語） 
 

所属学会 大学英語教育学会、国際ビジネスコミュニケーション学会、日本英語授業研究学会 

研究課題 英語プレゼンテーション、英語ティーチング・メソッド、英語教材 

研究キーワード プレゼンテーション、バイリンガリズム、キッズイングリッシュ、クロスカルチャー 

著書  

書名 単/共 発行年月 発行所 

中学英語リスニングテスト 単 令和 6年 9月 全日本模試  

中学英語「主体的・対話的で深い学び×CLIL×

ICT×UDL」第 3版 

共 令和 6年 11 月 大学教育出版 

論文  

タイトル 単/共 発行年月 発表雑誌等 

    

    

発表等  

タイトル 単/共 発表年月 発表学会等 

「英語スピーチの５つのエレメント」とは 単 令和 6年 1月 高槻高校、中学校 

第 52 回 天野杯 全日本大学生英語弁論大会 共 令和 6年 10 月 獨協大学 草加キャンパス 

第 9回 平野区子供英語スピーチコンテスト 共 令和 6年 11 月 大阪市平野区役所 

第 72 回 全日本高校生英語弁論チャーチル杯 共 令和 6年 11 月 関西学院大学 

第 72 回 高崎市長杯英語弁論大会 共 令和 6年 11 月 高崎経済大学 

「英語プレゼンテーションの実践」 単 令和 6年 12 月 大阪府立いちりつ高等学校（英語科） 

社会貢献活動等 

活動内容等 

・全日本社会人・大学生英語弁論大会審査委員長・全日本高校生英語弁論大会審査委員長 

・大阪市平野区子ども英語スピーチコンテスト監修・審査委員長・高校生・大学英語教育学会(元社

員)・大学英語教育学会（学術論文審査・査読委員）・地域密着型情報発信 FM 放送 DJ 大学公開講

座 
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令和６年度 教育・研究活動 

職名 准教授 氏名 井上 敏孝 (イノウエ トシタカ) 学位 博士 (学校教育学) 

校務分掌 入試部 実習指導室 教採・公立幼保対策センター 人権教育推進委員会 1 年次指導 

教育活動 

担当授業科目 社会 社会科教育法 日本国憲法 交流教育の指導 生涯学習論 総合演習教職Ⅱ 介護等体験実習 等 

その他の活動 兵庫教育大学 非常勤講師 

研究活動 

専攻分野 日本史・アジア史・教科教育学関連  

所属学会 
台湾史研究会・社会系教科教育学会・日本社会科教育学会・日本家政学会・日本技術史教育学会・

日本インターンシップ学会・日本教育情報学会・日本産業技術史学会・史訪会 等 

研究課題 歴史学の視点を組み込んだ社会科教材開発及び授業構想力の育成 

研究キーワード 台湾史 社会科教育 教科教育学 人材育成 土木史  

論文  

タイトル 単/共 発行年月 発表雑誌等 

南洋群島で建設された架空索道と鉱石積出施設 単 2024 年 5 月   『アルミニウム』31(春夏)、pp.9-12 

朝鮮東海岸に建設された冬外串灯台に関する一考察 単 2024 年 5 月 『燈光』69(3)、pp.10-20 

戦前の小笠原諸島二見港の位置づけと築港工事が果た

した役割 
単 2024 年 5 月 『東洋史訪』(31)、pp.42-54 

日本統治下の朝鮮における果樹栽培に関する一考察 単 2024 年 7 月 『農業および園芸』99(7)、pp.600-602 

遮湖港で建設された鉱石運搬装置 単 2024 年 7 月 『港湾荷役』4(69)、pp.415-419 

満洲における果樹栽培と粟屋萬衛 単 2024 年 11 月 『農業および園芸』99(11)、pp.967-971 

戦前の朝鮮で栽培されたブドウ 単 2024 年 12 月 『果実日本』79(12)、pp.66-68 

戦前の台湾で活躍した南進丸について 単 2025 年 1 月 『ハーバータグ』(55)、pp.31-34 

戦前に日本から暹羅に渡った日本製機関車の嚆矢 単 2025 年 1 月 『タイ国情報』59(1)、pp.89-97 

台湾で建設された鉄道自動車併用橋に関する一考察 単 
2025 年 3 月 

(予定) 
『常磐会学園大学研究紀要』(25) 

VUCA 時代における円滑なコミュニケーション能力の獲

得と“しなやかさ”の育成 
単 

2025 年 3 月 

(予定) 
『常磐会学園大学研究紀要』(25) 

満洲での乳幼児保護のための取り組みに関する一考察 単 
2025 年 3 月 

(予定) 

『常磐会学園乳幼児教育研究会誌』

(41) 

発表等  

タイトル 単/共 発表年月 発表学会等 

日本統治時代朝鮮で建設された太閤堀水底トン

ネルについて 
単 

2025 年 3 月 

(予定) 

日本技術史教育学会関西支部 2024 年度

研究発表講演会  

社会貢献活動等 

活動内容等 

史訪会副会長兼編集委員長・日本技術史教育学会関西支部 幹事(企画)・史訪会及びアジア探訪研

究所共同研究プロジェクトリーダー・近鉄文化サロン講師・アジア探訪研究所 研究所員・私学事

業団 2024 年度若手・女性研究者奨励金贈呈式先輩受賞者スピーチ・常磐会学園「新たな学び」・常

磐会学園大学社会教育センター公開講座講師  
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令和６年度 教育・研究活動 

職名 教授 氏名 植原 和彦（ウエハラ カズヒコ） 学位 学士（経済学） 

校務分掌  

教育活動 

担当授業科目 
「学校経営と学校図書館」「学習指導と学校図書館」「学校図書館のメディアの構成」「教育原理」 

学校の危機管理 教育課程論 

その他の活動 岸和田市教育委員会教育長職務代理   岸和田市緑化協会監事 

研究活動 

専攻分野 学校図書館 就学前教育、生涯学習  

所属学会 学校図書館学会 関西教育学会 

研究課題 幼稚園、小学校、中学校の連続性について、学校図書館の活用とアクティブラーニング 

研究キーワード 学校図書館  主体的な学び    幼小連携 

著書  

書名 単/共 発行年月 発行所 

保育福祉小六法 共 令和６年４月 みらい社 

役立つ保育・教育用語集 共 令和６年４月 大阪教育図書 

    

論文  

タイトル 単/共 発行年月 発表雑誌等 

    

発表等  

タイトル 単/共 発表年月 発表学会等 

    

社会貢献活動等 

活動内容等 

岸和田市教育委員会教育長職務代理  

岸和田市教育委員会教育委員 

岸和田市公園緑化協会監事 

大阪健康保育評価委員 

大阪調理師専門学校評価委員  

すこやか認定こども園第三者評価委員 
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令和６年度 教育・研究活動 

職名 講師 氏名 大隅 敏明（オオスミ トシアキ） 学位 修士（情報学） 

校務分掌 教務部 ハラスメント防止対策相談員 ICT 教育推進委員会 

教育活動 

担当授業科目 
情報基礎演習Ⅰ 情報基礎演習Ⅱ 総合演習教職Ⅰ プレゼンテーション演習  

ウェブデザイン演習 保育の ICT 活用 情報モラルと情報セキュリティ 

その他の活動  

研究活動 

専攻分野 情報教育  

所属学会 情報文化学会、教育システム情報学会 

研究課題 保育現場における ICT 活用の在り方についての考察 

研究キーワード 教育のデザイン、科目デザイン、大学教育、支援システム 

著書  

書名 単/共 発行年月 発行所 

    

論文  

タイトル 単/共 発行年月 発表雑誌等 

    

発表等  

タイトル 単/共 発表年月 発表学会等 

    

社会貢献活動等 

活動内容等  
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令和６年度 教育・研究活動  

職名 教授 氏名 岡 美佳（オカ ミカ） 学位  博士 （文学） 

学務分掌 
運営部 研究部長 図書館運営委員会 ハラスメント防止対策相談員、 

リメディアル教育検討委員会 学生募集 

教育活動 

担当授業科目 
国語科教育法（書写を含む）、小学国語（書写を含む）、読書と豊かな人間性、児童文学研究、 

言語表現法、基礎演習Ⅱ、専門演習Ⅰ・Ⅱ 

その他の活動  

研究活動 

専攻分野 
日本近代文学 

教科教育学（国語） 

  

所属学会 

日本近代文学会、日本近代文学会関西支部、全国大学国語国文学会、日本文芸学会、日本キリスト

教文学会、日本キリスト教文学会関西支部、阪神近代文学会、日本国語教育学会、日本保育者養成

教育学会 

研究課題 近代文学における文化表象、近代文学におけるキリスト教の受容 

研究キーワード 近代文学 夏目漱石 キリスト教受容 教師像 文化表象  

著書  

書名 単/共 発行年月 発行所 

    

論文  

タイトル 単/共 発行年月 発表雑誌等 

夏目漱石「倫敦塔――終末の目撃者―

― 

単 2025/3 「キリスト教文学研究」42 号 

日本キリスト教文学会 

三浦綾子『新約聖書入門』――70 年代

における書籍販売対象層の拡大に着目

して―― 

単 2025/3 「キリスト教文藝」第 40 輯 

日本キリスト教文学会関西支部 

発表等  

タイトル 単/共 発表年月 発表学会等 

夏目漱石「倫敦塔」――終末の目撃者

―― 

単 2024/5/11 日本キリスト教文学会 2024 年度 

第 53 回全国大会 於 神奈川近代文学館 

    

社会貢献活動等 

活動内容等 

2024 年度 社会福祉法人 清和会 幼保連携型認定こども園 清和こども園 評議員、令和７年度

長吉地域東部等未利用地活用検討調査業務委託契約にかかる公募型プロポーザル方式による選定 

選定委員、日本キリスト教文学会関西支部運営委員、日本文芸学会常任理事、全国大学国語国文学

会「文学・語学」編集委員、日本近代文学会関西支部「関西近代文学」編集委員 
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令和 6年度 教育・研究活動 

職名 准教授 氏名 笠川 武史（カサガワ タケシ） 学位  修士（芸術学） 

校務分掌 
学生部、学生相談室、リメディアル教育検討委員会、高大接続検討委員会 

実習指導担当者会議、2年次指導 

教育活動 

担当授業科目 
図画工作Ⅰ、図画工作科教育法、総合演習教職Ⅱ、教育実習事前・事後指導、保育表現指導 

絵本の指導、保育内容(表現Ⅱ) 

その他の活動  

研究活動 

専攻分野 芸術学(日本画) 図画工作,造形表現  

所属学会 

社団法人 日展(第 1科日本画) 会友、新日春展 会友、京都日本画家協会会員、 

日本画研究団体「東丘社」会員 

全国大学造形美術教育教員養成協議会、全国保育士養成協議会、日本保育者養成教育学会 

研究課題 日本画、保育・教職の現場で活用できる造形表現力と指導力の向上 

研究キーワード 日本画、岩絵の具、技法、表現、感性 

著書  

書名 単/共 発行年月 発行所 

なし    

論文  

タイトル 単/共 発行年月 発表雑誌等 

令和 6 年度『トキガクフェスタ』の実践報告

(2)～舞台発表での地域貢献の在り方～ 

 共 令和 7年 3月 研究紀要 第 25 号 常磐会学園大学 

     

発表等  

タイトル 単/共 発表年月 発表学会等 

第 8回 新日春展 奨励賞 単 令和 6年 4 月 新日春会 

第 11 回 日展(第 1科 日本画) 特選 単 令和 6年 10 月 社団法人 日展 

令和 5年度『トキガクフェスタ』の実践報告

(2)～舞台発表での地域貢献の在り方～ 

共 令和 7年 3月 日本保育者養成教育学会第 9回研究大会 

    

社会貢献活動等 

活動内容等 ・泉佐野市民展 日本画・洋画・平面作品の部  審査員   
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令和 6年度 教育・研究活動 

職名 教授 氏名 加藤 達雄（カトウ タツオ） 学位 修士（教育学） 

校務分掌 
教務部、自己評価委員会、ICT 教育推進委員会、教務連絡協議会、新しい学習プログラム検討委員

会、地域貢献プロジェクト、学生募集、実習指導室、両学長室会議 

教育活動 

担当授業科目 体育科教育法、保育内容（健康）、ウェルネスの科学、保育表現指導、児童と健康、総合演習教職Ⅰ 

その他の活動 公開講座「キッス運送教室」「シニア運動教室」 

研究活動 

専攻分野 スポーツ・健康科学  

所属学会 
日本体育・スポーツ・健康学会、日本体力医学会、日本バイオメカニクス学会 

日本ウォーキング学会、日本保育者養成教育学会、日本トレーニング学会 

研究課題 運動あそびの習熟、幼児・児童・青年の体力・健康観、性教育 

研究キーワード 運動学、バイオメカニクス、健康 

著書  

書名 単/共 発行年月 発行所 

 なし    

論文  

タイトル 単/共 発行年月 発表雑誌等 

令和 6年度『トキガクフェスタ』の実践報告

（2）～舞台発表での地域貢献の在り方～ 

 共 令和 7年 3月 常磐会学園大学研究紀要 第 25 号 

    

発表等  

タイトル 単/共 発表年月 発表学会等 

令和 6年度『トキガクフェスタ』の実践報告

（2）～舞台発表での地域貢献の在り方～ 

 共 令和 7年 3月 保育者養成教育学会第 9回研究大会 

    

社会貢献活動等 

活動内容等 

・常磐会学園教育センター公開講座講師「キッス運送教室」「シニア運動教室」 

・大阪市平野区健康まつり実行委員会委員・監査 

・香芝市まちづくり提案活動支援事業審査委員・副会長 

・香芝市子ども・子育て会議委員・会長 

・ひらの百歳☆きらめき講座 講師（4回） 

・公益財団法人日本高等教育評価機構 評価委員 
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令和 6 年度 教育・研究活動 

職名 准教授 氏名 坂口 静子(サカグチ シズコ) 学位 学士 (教育学) 

学務分掌 
進路・実習指導部部長    実習指導室運営   こどもセンター運営委員会 

常磐会学園乳幼児研究部会   進路支援センター部会 

教育活動 

担当授業科目 
幼児教育課程論、保育方法論、保育実習指導Ⅱ、保育実習Ⅱ、総合演習保育Ⅰ・Ⅱ 

保育実践演習、教育実習、幼稚園教育実習事前事後指導 

その他の活動 
実習指導室業務  教育保育実習の手引き・実習日誌作成業務  こどもセンター運営委員   

乳幼児教育研究会運営委員  進路・実習指導部  進路支援センター長 

研究活動 

専攻分野 子ども学（子ども環境学）  

所属学会 日本心理学会  日本保育学会  日本保育者養成教育学会 

研究課題 認定子ども園が本格化する現状の中、よりよい保育者としての質とはどうあるべきかを研究する。 

研究キーワード 保幼小連携  地域連携  預かり保育  子育て支援 

著書  

書名 単/共 発行年月 発行所 

    

論文  

総合演習保育Ⅱの科目における学生の協同意識を考え

る ―班活動による催しもの創作活動を通して― 
共 2024 年 4 月 

常磐会学園乳幼児教育研究会誌掲

載 

    

発表等    

保育士養成カリキュラムの系統性を意識した協同意識

育成の試み 
共 2024 年 4 月 

日本保育者養成教育学会第 8回研

究大会 

  

    

    

社会貢献活動等 

活動内容等 常磐会学園 新しい学び…2本「絵本の読み聞かせ」「就学前の協同の学び」他 
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令和 6年度 教育・研究活動 

職名 教授 氏名 佐谷 力（サタニ ツトム） 学位 経済学士 

校務分掌             

教育活動 

担当授業科目 学校教育相談  教採セミナー 

その他の活動 公開講座 

研究活動 

専攻分野 教育学  

所属学会  

研究課題 カウンセリングの考え方を生かした教育実践 

研究キーワード カウンセリング 信頼関係づくり 教育相談 生徒指導 人権  

著書   

書名 単/共 発行年月 発行所 

論文  

タイトル 単/共 発行年月 発表雑誌等 

発表等  

タイトル 単/共 発表年月 発表学会等 

社会貢献活動等 

活動内容等 

＜令和６年度 講演会・研修会講師＞ 

・大阪府小学校・中学校教員 初任者研修 

・大阪府高等学校・支援学校教員 初任者研修 

・大阪府小学校・中学校教員 10 年経験者研修   

・大阪府高等学校・支援学校教員 インターメディエイト研修 

・寝屋川市小学校・中学校教員 初任者研修 

・寝屋川市小学校・中学校教員 10 年経験者研修 

・枚方市小学校・中学校教員 ３年目研修 

・東大阪市小学校・中学校・高等学校教員 初任者研修 

・八尾市小学校・中学学校教員 初任者研修 

・堺市小学校・中学校・高等学校教員 学校教育相談研修 

・関西大倉中・高等学校教職員研修会  

・帝塚山泉ヶ丘中・高等学校教職員研修会  

・柏原市立旭丘中学校区教職員研修会 

・柏原市立堅下小学校教職員研修会 

・岸和田市立岸城中学校教職員研修会 

・常磐会学園「公開講座」 
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令和 6年度 教育・研究活動 

職名 教授 氏名 清水 里美（しみず さとみ） 学位 博士（情報学） 

校務分掌 研究部 

教育活動 

担当授業科目 教育心理学・保育内容（人間関係）・カウンセリング実務論Ⅰ・カウンセリング実務演習Ⅰ・Ⅱ 

その他の活動 ※ 

研究活動 

専攻分野 発達臨床心理学  

所属学会 
日本心理学会、日本心理臨床学会、日本 LD 学会、日本発達障害学会、日本発達心理学会、日本児童青年精神医学

会、日本小児保健協会、日本保育学会、日本臨床心理士会、特別支援教育士会、京都自閉症協会専門部会 

研究課題 

科学研究費助成事業：令和 3～6 年（基盤研究 C）代表「タブレット版発達スクリーニング検査の開発」、令和 5

年～８年（基盤研究 C）分担「子どもの発達の時代的変遷に影響を与える環境・養育要因の解明と子育て施策へ

の提言」 

研究キーワード 発達検査 発達のアセスメント 発達障害 生涯発達 発達スクリーニング 

著書  

書名 単/共 発行年月 発行所 

新版 K 式発達検査 2020 による子どもの理解と発達支援 

初版から2020年版までで変わったことと変わらないこと 

共 

編著 
2024 年 11 月 ナカニシヤ出版 

論文  

タイトル 単/共 発行年月 発表雑誌等 

人間の精神発達曲線への多項式のあてはめ：新版 K 式発

達検査 2020 の標準化資料の分析から 

共 2024 年 6 月 発達心理学研究 35 巻 2号 pp.70－79. 

しりとりを通してみた幼児の言語発達 共 2024 年 5 月 LD 研究 33 巻 2 号 pp.187－195． 

幼児の「指示の理解」の発達と男女差 共 2024 年 12 月 子どもの健康科学 26 巻 1号 pp.43-55. 

発表等  

タイトル 単/共 発表年月 発表学会等 

タブレット版発達スクリーニング検査の開発-臨床事例への試行

- 

単 2024 年 10 月 日本 LD 学会第 33 回大会（ポスター発

表） 

高 IQ 成人の自己理解と適応過程：本人の語りの分析か

ら 

共  同上 

外国ルーツの子どもへの新版 K 式発達検査適用の試み 共 2024 年 11 月 第 3回新版 K 式発達検査研究大会 

外国にルーツのある子どもの言語習得における発達評

価：新版 K 式発達検査および語彙調査を中心に 

共 2025 年 3 月 日本発達心理学会第 36 回大会（ラウン

ドテーブル） 

タブレット版発達スクリーニング検査の作成と試行

(3)：日本語を母語としない子どもへの試行 

共 同上 同上（ポスター発表） 

子どもの発達の時代的変遷(1)：新版 K 式発達検査の各

項目の 50%通過年齢による検討とその意義 

共 同上 同上 

子どもの発達の時代的変遷(2)：新版 K 式発達検査の各

項目の 50%通過年齢の年齢段階別の検討 

共 同上 同上 

新版 K 式発達検査 2020 の成人級課題の因子構造 共 同上 同上 

社会貢献活動等 

活動内容等 

茨木市障害児保育運営委員会委員、京都府教育委員会スーパーサポートチーム委員、高槻市乳幼児療育事業選考委員会委員、兵

庫県こども家庭センター児童虐待等対応専門アドバイザー、大阪府高等学校支援教育力充実事業「専門家チーム」構成員、京都

府教育委員会教育支援委員、他 
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令和６年度 教育・研究活動 

職名 専任講師 氏名 白川 晴美(シラカワ ハルミ) 学位 修士 (教育学) 

学務分掌 学生部 ICT 教育推進委員会 ２年次指導 常磐会学園乳幼児研究部会    

教育活動 

担当授業科目 
保育実習Ⅰ 総合演習保育Ⅰ 保育実践演習 保育の計画と評価 総合演習教職Ⅱ 幼児と人間関

係 幼児と環境 教職実践演習 保育内容研究 保育者論 

その他の活動 実習指導室業務 乳幼児教育研究会運営委員 日本メディカル福祉専門学校 非常勤講師 

研究活動 

専攻分野 幼児教育・社会福祉  

所属学会 日本保育学会  日本保育者養成教育学会 日本自然保育学会 日本乳幼児保育者学会 

研究課題 異年齢保育、子どもを尊重する為の環境や人間関係についての研究 

研究キーワード 子どもの権利 子どもの最善の利益 異年齢保育 多様性  

著書  

書名 単/共 発行年月 発行所 

    

論文  

    

発表等  

     

社会貢献活動等 

活動内容等 

藤井寺市民間保育施設設置選考委員 

すみのえ運動遊びプログラム事業業務委託選考委員 

豊里第二保育園 園内研修 
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令和６年度 教育・研究活動 

職名 准教授 氏名 中村 哲也 （ナカムラ テツヤ） 学位  教職修士 （教育学） 

学務分掌 運営部 学生部（学生部長） 自己評価委員会 ICT 教育推進委員会 ハラスメント防止対

策委員会 カウンセリングケア 保健センター運営委員会 学生相談室 高大接続検討委員

会 実習指導室 教採・公立幼保対策センター   

教育活動 

担当授業科目 
こども学 教育制度論 教育実習事前事後指導（幼・小）総合演習教職Ⅱ ボランティア実習 

生活科教育法 教職実践演習 

その他の活動  

研究活動 

専攻分野 教育学 教育方法学   

所属学会 
日本生活科・総合的学習教育学会 日本教育方法学会 日本学校心理士会 日本教育カウンセリン

グ学会 日本ピア・サポート学会 日本協同教育学会 

研究課題 学習者の自律的な学習を促す授業デザイン 

研究キーワード 生活科・総合的な学習の時間 協同学習 自己調整学習 授業デザイン  

著書  

書名 単/共 発行年月 発行所 

論文  

タイトル 単/共 発行年月 発表雑誌等 

小学校教員の総合的な学習の時間の授業づくり

に対する捉え方に関する研究 

単 2025/3 研究紀要 第 25 号 常磐会学園大学 

総合的な学習の時間における子供が「自分事」

と捉える課題の設定 

単 2025/3 研究紀要 第 25 号 常磐会学園大学 

発表等  

タイトル 単/共 発表年月 発表学会等 

幼保小接続の現状と課題について 共 2024/6 

 

日本生活科・総合的学習教育学会 第 33

回 全国大会 新潟大会 

教師のネットワークが下支えとなる子どもたち

の主体性を育む総合的な学習の展開 

共 2024/6 日本生活科・総合的学習教育学会 第 33

回 全国大会 新潟大会 

『協同学習型授業デザイン』に基づく授業を体

感し、明日からの授業実践につなげる 

単 2024/11 日本協同教育学会第 20 回大会 福岡大

会 

社会貢献活動等 

活動内容等 

・平野みんな食堂パイオニア スーパーバイザー 

・平野区地域へのボランティア協力（平野区民祭り・あかる姫祭り・平野警察防犯ボランティア等） 

・岸和田市生涯学習審議会委員（副委員長） 

・きょうどう・探究型授業づくり研究会主催 

・令和６年度 大東市教育改善会議委員  

・授業改善研修指導助言 大東市立深野中学校・四条畷市立四条畷西中学校 

・令和 7年度平野区広報誌「広報ひらの」企画編集等業務委託にかかる公募型企画競争方式選定会

議委員 
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令和６年度 教育・研究活動 

職名 准教授 氏名 西川 崇（ニシカワ タカシ） 学位 修士（教育学） 

校務分掌 
進路・実習指導部  進路支援センター運営委員会  常磐会学園図書館運営委員会  

発達相談支援センター運営委員会 

教育活動 

担当授業科目 
介護概論 特別活動の教育法 保育実習指導Ⅰ 総合演習教職Ⅰ 介護体験実習 

保育実習Ⅰ 総合的な学習の時間の指導 特別支援教育の指導 

その他の活動 教育実習者ボランティア活動集約  常磐会学園絵本読み聞かせコンテスト審査委員 

研究活動 

専攻分野 特別支援教育学  

所属学会 日本特殊教育学会 日本 LD 学会 特別支援教育実践研究学会 日本特別支援教育オンライン学会 

研究課題 特別支援学校における授業研究、特別支援学校の教育課程等 

研究キーワード 知的障害教育 発達障害教育 自閉症教育 教育課程 自立活動 

著書  

書名 単共 発行年月 発行所 

知的障害のある子供の自己決定力が身に付く授業 共著 令和 6 年 11 月 ジアース教育新社 

論文  

タイトル 単共 発行年月 発表雑誌等 

来年度に生きる「個別の指導計画」と評価 単著 令和 7 年 1 月 特別支援教育の実践情報 2025 年 3 月号 

特別支援学校で実施する交流及び共同学習の実践と評価に

ついての一考察 

共著 令和 7 年 3 月 常磐会学園大学研究紀要第 25 号  

特別支援学校中学部における「経験したことの要点をまと

めて書く指導」の検討 

共著 令和 7 年 3 月 常磐会学園大学研究紀要第 25 号  

知的障害、肢体不自由、病弱のある子どもの自立と社会参

加－大阪府の特別支援学校における心理・生理・病理の特

性を踏まえた教育課程について－ 

共著 令和 7 年 3月 

 

常磐会学園大学研究紀要第 25 号  

教科別の指導と自立活動の指導を軸にした教育課程を指向

する知的障害特別支援学校の実践課題についての一考察 

共著 令和 7 年 3月 山形大学特別支援教育臨床科学研究所研究

紀要第 12 号  

ASD の中学２年男子生徒に対する通級指導教室での「振り

返り」を中心とした自立活動の効果 

共著 令和 7 年 3月 山形大学特別支援教育臨床科学研究所研究

紀要第 12 号 

発表等  

タイトル 単共 発表年月 発表学会等 

特別支援学校中学部における経験したこと・印象に残った

ことを発表する授業 

単独 令和 6 年 9 月 日本特別支援教育オンライン学会 

知的障害児が身に付く「自己決定理論」に基づく授業とは 共同 令和 6 年 9 月 日本特殊教育学会第 62 回大会 

社会貢献活動等 

活動内容等 

○日本特別支援教育オンライン学会 副会長 

○高知県立山田特別支援学校 校内研修講師 

○大阪市立加美南部小学校 発達支援アドバイザー 

○大阪市立加美南部小学校 校内研修講師 

○常磐会短期大学付属常磐会幼稚園 発達支援アドバイザー 
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令和６年度 教育・研究活動 

職名 准教授 氏名 野口佳子（ノグチ ヨシコ） 学位 博士 （教育学） 

校務分掌 進路・実習指導部（人権委員会、図書館運営委員会、乳幼児教育研究会、実習指導室） 

教育活動 

担当授業科目 
保育内容総論、障害児保育研究、障害児保育Ⅰ、幼児と言葉、実習指導Ⅰ、保育実習Ⅱ 

基礎演習Ⅰ、基礎演習Ⅱ（再履修）、専門演習Ⅰ 

その他の活動  

研究活動 

専攻分野 特別支援教育、臨床心理学  

所属学会 日本リハビリテイション心理学会、日本臨床動作学会、日本学校心理士会、日本 LD 学会 

研究課題 「からだ」を通した心のやりとり、ユニバーサルデザインのある教育 

研究キーワード 自立活動、ユニバーサルデザイン、動作、姿勢 

著書  

書名 単/共 発行年月 発行所 

    

論文  

タイトル 単/共 発行年月 発表雑誌等 

知的障害、肢体不自由、病弱のある子どもの自

立と社会参加－大阪府の特別支援学校における

心理・生理・病理の特性を踏まえた教育課程に

ついて－ 

共 2025．3 常磐会学園大学紀要 

    

発表等  

タイトル 単/共 発表年月 発表学会等 

    

社会貢献活動等 

活動内容等 

臨床動作法研究会「茨木親子訓練会（ひまわり）」顧問 

人間発達教育研究会会長 

日本リハビリテイション心理・認定課程講師（茨木親子訓練会「ひまわり」、交野いがぐり親子訓練

会） 
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令和６年度 教育・研究活動 

職名 教授 氏名 昇 慶一（ノボリ ケイイチ） 学位  学士 （法律学） 

校務分掌 
学長補佐 入試部長 運営部会 大学評価委員会 ＩＣＴ教育推進委員会 海外研修   

高大連携推進委員会 実習指導室 教採・公立幼保対策センター 

教育活動 

担当授業科目 
子育て支援  社会的養護Ⅰ  子どもの生活と権利  保育実習指導Ⅲ  保育実習Ⅲ   

公立幼保チャレンジ講座（春） 

その他の活動 
保育実習（施設）の実習施設調整担当 

公立幼稚園教諭・保育士採用試験対策サークル（「たまごサークル」）顧問 

研究活動 

専攻分野 社会法学（児童福祉分野）  

所属学会 子どもアドボカシー学会 日本子ども虐待防止学会 児童福祉法研究会 児童養護研究会 

研究課題 子どもアドボカシーの普及・実践、児童福祉現場における子どもの権利保障 

研究キーワード 子どもの権利 子どもアドボカシー 社会的養護 児童虐待 

著書  

書名 単/共 発行年月 発行所 

    

    

論文  

タイトル 単/共 発行年月 発表雑誌等 

    

    

発表等  

タイトル 単/共 発表年月 発表学会等 

    

社会貢献活動等 

活動内容等 

子どもアドボカシー学会 理事・子どもアドボケイト養成講座講師 

堺市社会福祉審議会委員（子ども権利擁護部会長） 

大阪市要保護児童対策地域協議会（旭区）スーパーバイザー（NPO 法人児童虐待防止協会派遣） 

社会福祉法人千里聖愛保育センター 理事、NPO 法人子どもアドボカシーセンターOSAKA 理事 

社会福祉法人泉大津市社会福祉協議会 評議員、社会福祉法人月の輪学院 評議員 

各法人苦情解決第三者委員（社会福祉法人和泉乳児院、社会福祉法人永寿福祉会、社会福祉法人泉

大津市社会福祉協議会、社会福祉法人武田塾、社会福祉法人月の輪学院、社会福祉法人救世軍社会

事業団） 

各種団体研修・講座講師（大阪市児童相談所・一時保護所職員及び里親向け研修会、三重県子ども

アドボカシー研修会、ふくいチャイルドライン受け手ボランティア養成講座、堺市要保護児童対策

地域協議会関係機関研修会、京都市子どもの権利擁護推進のための研修、愛知県放課後児童支援員

キャリアアップ研修、大阪市旭区要保護児童対策地域協議会代表者会議、児童養護施設花園精舎職

員研修会、大東市教育委員会子どもアドボカシー研修会、児童養護施設武田塾職員研修会） 

令和７年度大阪市平野区における新たな地域コミュニティ支援事業外 2事業に係る選定委員 
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令和 6年度 教育・研究活動 

職名 教授 氏名 丸井 理恵（マルイ リエ） 学位 修士（教育学） 

校務分掌 
入試部 高大接続検討委員会、高大連携推進委員会、教採・公立幼保対策センター 

地域貢献プロジェクト 

教育活動 

担当授業科目 
音楽表現（器楽合奏）、音楽科教育法、保育表現指導、幼児と音楽表現、総合演習教職Ⅰ・Ⅱ  

音楽演習ⅠA・ⅠB、ⅡA・ⅡB、ⅢA・ⅢB、ⅣA・ⅣB   

その他の活動 音楽基礎レッスン、入学前ピアノ指導 

研究活動 

専攻分野 音楽（器楽）  

所属学会 全国大学音楽教育学会、日本保育者養成教育学会、日本保育学会、JPTA（日本ピアノ教育連盟） 

研究課題 保育・教職の現場で活用できるピアノテクニックの指導法と教材開発 

研究キーワード 
音楽表現、ピアノテクニック、タッチタイピング奏法、伴奏法、ML（ミュージック・ラボラトリ）

システム 

著書  

書名 単/共 発行年月 発行所 

    

論文  

タイトル 単/共 発行年月 発表雑誌等 

令和 6年度『トキガクフェスタ』の実践報告

（2） ～舞台発表での地域貢献の在り方～ 

 共 令和 7年 3月 常磐会学園大学研究紀要 第 25 号 

    

発表等  

タイトル 単/共 発表年月 発表学会等 

中田 喜直「ねむの花」 

「ねむの木」（「六つの子供の歌」より）  

 共 令和６年９月 全国大学音楽教育学会関西地区学会令

和６年度前期研究会 

令和 6年度『トキガクフェスタ』の実践報告

（2） ～舞台発表での地域貢献の在り方～ 

 共 令和 7年３月 保育者養成教育学会第 9回研究大会 

社会貢献活動等 

活動内容等 

・全国大学音楽教育学会関西地区学会役員     

・大阪府立夕陽丘高校同窓会「清香会」役員 

・大阪府立夕陽丘高校音楽科後援会「紫陽会」役員 
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令和 6年度 教育・研究活動 

職名 教授 氏名 山崎 徳子（ヤマサキ ノリコ） 学位 博士（人間・環境学） 

校務分掌 学生部、学生相談室、人権教育推進委員会、カウンセリングケア、実習指導室、こどもセンター、 

教育活動 

担当授業科目 
保育の心理学、子どもの理解と援助、特別支援教育論、子ども家庭支援の心理学、 

保育実習指導Ⅰ、保育実習Ⅰ 

その他の活動 4 年次指導 

研究活動 

専攻分野 発達心理学  保育学  

所属学会 発達心理学会  保育学会 

研究課題 子どもの自己の形成、発達障害がある子どもの自己の形成、 発達相談を通した子育て支援 

研究キーワード  自閉症 自己の形成  関係発達  間主観性  発達障害 

著書  

書名 単/共 発行年月 発行所 

    

論文   

タイトル 単/共 発行年月 発表雑誌等 

大学生ボランティアの障害についての意識変化 

－障害のある人の余暇活動への参加を通して－ 

単著 令和 7年 3月 常磐会学園大学研究紀要第 25 号 

    

発表等  

タイトル 単/共 発表年月 発表学会等 

    

社会貢献活動等 

活動内容等 

堺市 早期支援員派遣事業 

常磐会短期大学付属いずみがおか園 キンダ―カウンセリング 

和歌山県橋本市図書館協議会委員 

NPO 法人アサヒキャンプ 理事 

日本高等教育評価機構 評価員 
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令和６年度 教育・研究活動 

職名 教授 氏名 山本 元子（ヤマモト モトコ） 学位 修士（文学） 

校務分掌 入試部 入試問題作成委員  人権教育委員 

教育活動 

担当授業科目 

中学校教科教育法（英語）Ⅲ・Ⅳ   教育実習事前・事後指導（中学）  教育実習（中学） 

小学英語科教育法  小学校英語  異文化間コミュニケーション  英語音声学 

コミュニケーション英文法   英語Ⅳ 

その他の活動 
常磐会学園・平野区共催 英語講座講師（NPO 小学校英語教員の英語力を伸ばす会講師） 

大阪市教育振興基本計画グローバル事業 指導講師（英語関連） 

研究活動 

専攻分野 英語教育学、英語学  

所属学会 日本教育学会、大学英語教育学会、関西英語教育学会、英語教育総合学会  

研究課題 

・小学校で英語を指導する教員を対象とした効果的な研修の構築と実践はどうあるべきか 

・教員養成系大学における国際理解教育のあり方について  

・中学校・高校での英語指導（主に英文法や音声の指導）について 

研究キーワード 国際比較（日韓の英語教育）、小学校英語、中学校英語教育、小・中連携、教員研修、国際理解教育 

著書  

書名 単/共 発行年月 発行所 

Let’s review and learn! 共 令和６年 4月 デザインエッグ 

    

論文  

タイトル 単/共 発行年月 発表雑誌等 

複数形・単数形の選択 単 令和 7年 3月 常磐会学園大学 研究紀要第 25 号 

     

発表等  

タイトル 単/共 発表年月 発表学会等 

    

    

社会貢献活動等 

活動内容等 

・英語教育研究団体 ATELAS 事務局長  

・NPO 小学校教員の英語力を伸ばす会 事務局長  

・大学英語教育学会 関西支部海外の外国語教育研究会会員 

・日本教育学会 近畿地区会員 

・高校生対象出張講座講師 （対象：大阪府立高校等） 
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令和６年度 教育・研究活動 

職名 教授 氏名 吉田 健（ヨシダ ケン） 学位 修士（人間科学） 

校務分掌 運営部会 評価担当部長  ICT 委員会  ICT 教育推進委員会   

教育活動 

担当授業科目 
情報メディア論  情報社会と倫理  マルチメディア演習 

学校 ICT 活用  私たちと文化  総合演習教職Ⅰ   

その他の活動  

研究活動 

専攻分野 教育工学  

所属学会 日本教育工学会、日本科学教育学会 

研究課題 学習者の能動的な学習を引き出す学習メディアの活用 

研究キーワード 能動的学修、メディア、情報リテラシー 

著書  

書名 単/共 発行年月 発行所 

    

論文  

タイトル 単/共 発行年月 発表雑誌等 

    

発表等  

タイトル 単/共 発表年月 発表学会等 

    

社会貢献活動等 

活動内容等 ・箕面市立北小学校校区青少年を守る会運営委員 
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Ⅲ 授業評価 
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１１．．授授業業アアンンケケーートトのの概概要要とと結結果果  
  

本学の自己点検・評価の一環として、教員が自身の教授技術の向上、及び担当する授業の改善に資するため
に学生による授業評価をアンケート調査で行っている。授業アンケートの対象となっているのは、本学で開講
されている全ての授業である。しかし、実習系の授業や複数教員が共同で行っている授業の一部、及び、出席
者数 10 名未満のクラスは実施していない。出席者数 10 名未満のクラスで実施しない理由は、人数が少ないと
学生の匿名性が保証されず、アンケートの回答に影響する恐れがあるからである。 
 質問項目はすべての授業で共通となっている（表 1）。 
                                  表１：アンケートの質問項目 

質問項目 
強くそう思

う 
そう思う 

どちらと
もいえな

い 

そうは思
わない 

全くそう
思わない 

1. 教員は学生から質問や要望を広くくみとる工夫をし
ていた。 

5 4 ３ 2 1 

2. 教員は考えや意見を書かせたり発表させたりなど、
学生の授業への参加を促していた。 

5 4 ３ ２ 1 

3. 教員は授業開始時刻や終了時間をきちんと守ってい
た。 

5 4 ３ ２ 1 

4. 教員は私語などで授業を妨げる行為に適切に対応し
ていた。 

5 4 ３ ２ 1 

5. 教員はテキストやプリント、映像資料等、教材を効
果的に用いていた。 

5 4 ３ ２ 1 

6. あなたは予習、復習など授業内容の定着を図る活動
に取り組みましたか。 

5 4 3 ２ 1 

7. あなたは教科書や配布資料などを適切に管理し、学
習で活用しましたか。 

5 4 3 ２ 1 

8. あなたは授業を受講して新しい知識・技能を得まし
たか。 

5 4 3 2 1 

9. あなたは学習した成果を将来に活かすことができま
すか。 

5 4 ３ 2 1 

10. 総合的に考えて受講して良かった授業でしたか。 5 4 ３ 1 1 

  
 今年度からポータルサイトを用いた web 上での回答に変更した。回答の選択肢については尺度を５段
階（①強くそう思う②そう思う③どちらともいえない④そうは思わない⑤全くそう思わない）としてい
る。集計はエクセル形式の表で出力され、結果は成績判定会議後、成績が確定してから教員に示される。
また、自由記述の項目として「１．授業について特に良かったと思うことがあれば書いてください。２．
授業について改善した方が良いと思うことがあれば書いてください。」の２項目を設定しており、その結
果は授業ごとにポータルサイトを通して教員に提示される。 
 学生への結果の公表は、アンケート結果とともに各教員が授業改善の具体的な方法などをコメントと
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して掲示する方法を採っている。また、さらにアンケートや授業改善についての意見を研究部で集約して
いる。 
 今年度の授業アンケートは、春期は 2024 年 7 月 15 ⽇（月）〜19 ⽇（金）（原則 14 回目の授業で実
施。ただし水曜⽇の授業については、14 回目が 10 ⽇となるため、10 ⽇に実施）秋期は 12 月 23 ⽇（月）
〜1 月 10 ⽇（金）（13 回目の授業）で実施した。 
 
33．．教教員員ののココメメンントトかからら見見ええるる、、今今後後のの授授業業改改善善ににつついいてて  
  授業アンケートの評価の対象となった本学専任教員からは、授業アンケートの結果について学生に対
してのコメントや授業改善に向けての具体的な方法などが公開されている。 
 多くのコメントの中から、授業における教員が工夫したポイント、学生の授業の受け止め方がうかがえ
るコメントを選び、教員の文章を一部抜粋して以下に掲載しておく。 
 
・授業してくれた学生の学びの姿勢には、毎時間関心させられるとともに、私自身授業を担当させて頂く
中で、大いに刺激となった。大変頼もしく感じる場面が多く散見できた。 
・一方で、自分自身の課題として感じる点は少なくない。アンケートのコメントにおいても、授業内です
る作業の「ねらいがわからない」「もっと具体的な内容を付けたしても良い」といった指摘もいただいた。
学生に、作業等の目的をしっかりと伝える工夫や声掛け等が足りなかったと反省している。 
・次年度は“なぜ学ぶのか”“なぜそれをするのか”といった、学ぶ目的やねらいを全学生が把握できるよう、
伝え方や声掛け等を工夫し授業改善を行っていきたいと考える。 
 
・1 回生主体の授業でした。落ち着いた姿勢で良かったです。基礎的な技法遊びから折り紙パネル制作を
メインにしました。子ども達にとって、遊びの中での造形・色彩表現の大切さを、自身の経験を積む中で
感じていきましょう。 
 ・「折り紙楽しい！小さい頃に戻った！」は嬉しいです。 
 ・「一人で作業に集中する時間があった」が、浸透して来て良かったです。 
 ・「技法遊びであまりうまくできなかった作品でも、偶然できたアートで素晴らしいって褒めてもらえ

て嬉しかったです」には、私も嬉しいです。 
 ・「一方的な話」という記述がありました。本科目は実技・制作中心ですので講義科目(座学)ほどでは

ありません。表現者としての視点・生き様をも入れていますので、そういう目で見てみましょう。バリ
エーションを増やしてみます。 

 
・教養科目であり、情報系の知識を身に付ける最初の授業であるということで、メディアを軸に幅広い話
題になるように心がけて授業を展開した。概ね狙い通りになったのではないだろうかと感じている。 
受講した学生によってはグループワークなどが少ないという意見があったが、講義形式の授業にも慣れ
てもらいたいと思う。次年度からは講義を中心としつつ、少しワークも交えるような形に改善していきた
いと考えている。 
 
・今回はⅠ（2 回生）・Ⅱ（3 回生）共に、「ピアノ実技試験の点数のつけ方が厳しい」「ピアノが苦手な人
への配慮がない」「指摘の言葉がけなど学生によって態度を変えていたので、自信がなくなってしまう人
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が多いと思う」とのコメントがありました。一方で思うようにできなかったから、あるいは自分の演奏に
納得がいかなかったからと、自ら進んで再試験を申し込む人がこれまで以上に多かったこともあり、学生
個々の意欲や採用試験に対する意識に大きな差が出てきていることも感じています。授業のオリエンテ
ーションでも説明している通り、この音楽試験は志望別の採用試験内容に準じています。採用試験は一発
勝負です。苦手かどうかなど考慮されることなど一切ありません。また、保幼小で求められる技量やスキ
ルは異なりますが、どの採用試験においても求められる完成度は同じです。それらを踏まえての評価、指
摘を心がけています。苦手な人も、本番が弱いという人もいると思いますが、自身のスキルや技量を把握
して、試験⽇から逆算してせめて 1 週間前にはいつ演奏しても大丈夫となるように練習スケジュールと
練習方法を見直してみてください。いかに試験本番に向けて準備を組み立てていくか、は音楽試験のみな
らず全ての試験に通じると思います。今後の皆さんの成⻑に期待しています。 
 
・1 年生から 4 年生まで 50 名ほどが受講している授業で、モチベーションもさまざまでした。カウンセ
リングの基礎的な内容を伝えるようにしました。 
座席について、どうしても学年で座りたいという要望があり、せっかく 4 学年がそろ 
っていたのに、交流の機会があまり作れず、残念でした。 
カウンセリングは奥が深く、この科目は入口の内容であったと思いますが、授業を通じて、カウンセリン
グに興味をもち、実務士の資格所得をめざしてもらえると嬉しいです。また、学校現場や保育現場で出会
う人に対して、寄り添い、相談対応する際に少しでも参考になればと思います。 
 
・授業内の提出物、授業への参加度、最終レポートを成績評価の資料としているが、最終レポートのウェ
イトを高く設定しているため、学生が授業に取り組んだ際の「頑張った」という感覚と、評価資料間の配
点ウェイトに差があると最終評価の際に感じた。そのため次年度からは最終レポートの評価ウェイトを
下げ、授業内の提出物、授業への参加度のウェイトを高めることにした。 
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Ⅳ キャンパスライフの調査 
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 「キャンパスライフに関する調査」は、本学に在学している学生の学生生活に対する満足度を

図り、要望などを知ることを目的に毎年 1 回実施している。以前は、アンケート用紙に記入して

提出する形式であったのが、一昨年度からオンライン回答に変更した。今年度も、学生への告知

の機会を増やすなどの工夫をして回答数の回復が少し見られたが、まだ全体の３分の２程度の

回答数である。全体的に記述による回答も減少している。来年度も、より多くの学生からの回答

を得られるようにさらに工夫したい。 

 実施については、全学生を対象に 11 月 27 日（月）～12 月 20 日（水）の期間で行った。アン

ケートの構成は「1．今年度の授業科目、カリキュラムや履修登録について」「2．本学での学生

生活について」「3．本学の施設・設備について」「4．本学の好きなところ、満足なところ」とな

っている。「1．」～「3．」の設問は「あてはまる」～「あてはまらない」を「④」「③」「②」「①」

の 4 段階の選択肢形式の質問と、それぞれに関する要望について書く自由記述形式の質問を用

意している。また「4．」は自由記述形式の質問だけで構成している。 

 回答者数は 1 回生 87 名、2 回生 56 名、3 回生 46 名、4 回生 51 名、合計 240 名となっている。 

 このアンケートの結果については集計後全教職員に対して示され、各部署で関係する箇所の

データを分析し、業務に生かすために活用されている。また、学生にも結果の概要と主な要望に

ついての見解や取り組み状況等について全員に広報している。 

 

１１．．今今年年度度のの授授業業科科目目、、カカリリキキュュララムムやや履履修修登登録録ににつついいてて  

 この項目では今年度の授業科目、カリキュラムや履修登録について尋ねている。質問項目を以

下に示す。質問項目の見直しを図ったため前年度とは質問項目が異なる。前年度に類似項目のあ

るものは前年度項目との対応を記載する。 

 

(1) 学生参加形式の授業が多かった。 

(2) 興味や関心を持てる授業が多く設定されていた。 

(3) 休講・補講などの情報がきちんと提供されている。 

(4) 履修登録は円滑な手続きができるよう工夫されていた。 

(5) 資格取得に必要な条件の情報が適切に提供されている。 

(6) 計画的な履修が可能となるような時間割だった。 

 

 参考までに昨年度までの項目を以下に挙げる。 

(1) 学生参加形式の授業が多かった。 （変更なし） 

(2) 予習や復習が必要な授業が多かった。（今年度削除） 

(3) 方法や技術に工夫をしている授業や教員が多かった。（今年度削除） 

(4) 興味や関心を持てる授業が多く設定されていた。（今年度（２）に対応） 

(5) 計画的な履修が可能となるような時間割だった。（今年度（６）に対応） 

(6) 履修登録は円滑な手続きができた。（今年度（４）に対応） 
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 質問項目の見直しの観点として、履修に関する制度や情報提供の面に対する満足度の調

査に重点を置くことにした。 

 結果は次に示す表のようになった。今年度の回答数が左に、昨年度の回答数が右に示されてい

る。昨年度の回答数については、今年度に同項目もしくは類似項目のあるものを挙げる。割合に

ついては少数第２位を四捨五入したため合計が 100 にならない場合がある。 

各設問の選択肢（ ④あてはまる ③ややあてはまる ②あまりあてはまらない ①あてはまら

ない ） 

① 学生参加形式の授業が多かった 

＜＜ 今今 年年 度度 ④ ③ ② ① 

 

＜昨年度 ④ ③ ② ① 

全全体体（（221155 102 111 14 2 全全体体 118 109 12 1 

    47.4% 51.6% 6.5% 0.9%    49.2% 45.4% 5.0% 0.4% 

11 回回生生  25 37 7 1 11 回回生生 49 35 3 0 

  （（7700 名名））  35.7% 52.9 10.0 1.4% （（8877 56.3% 40.2% 3.4% 0.0% 

22 回回生生（（6677 33 30 3 1 22 回回生生 27 26 3 0 

    49.3 44.8% 4.5％ 1.5％   （（5566 名名）） 48.2% 46.4% 5.4% 0.0% 

33 回回生生（（5522 19 30 3 0 

 

33 回回生生（（4466 17 25 3 1 

    36.5% 57.6% 5.8% 0.0％   名名）） 37.0% 54.3% 6.5% 2.2% 

44 回回生生（（2266 11 14 １ 0 44 回回 生生 25 23 3 0 

    42.3% 53.8% 3.8% 0.0%   （（5511 名名）） 49.0% 45.1% 5.9% 0.0% 

② 興味や関心を持てる授業が多く設定されていた。(昨年度は昨年度（４）) 

＜ 今 年 度 ④ ③ ② ①  

 

＜昨年度 ④ ③ ② ① 

全全体体（（22１１55  55 118 37 7 全全体体（（224400 80 116 37 7 

    25.6% 54.9% 17.2% 3.3%    33.3% 48.3% 15.4% 2.9% 

11 回回生生（（7700 15 42 12 3 11 回回生生（（8877 31 46 8 2 

    21.4% 60.0% 17.1% 4.3%    35.6% 52.9% 9.2% 2.3% 

22 回回生生（（6677 16 38 11 2 22 回回生生（（5566 18 26 10 2 

    23.9% 56.7% 16.4% 3.0%    32.1% 46.4% 17.9% 3.6% 

33 回回生生（（5522 15 27 8 2 33 回回生生（（4466 10 25 9 2 

    28.8% 51.9% 15.4% 3.8%    21.7% 54.3% 19.6% 4.3% 

44 回回生生（（2266 9 11 6 0 44 回回生生（（5511 21 19 10 1 

    34.6% 42.3% 23.1% 0%    41.2% 37.3% 19.6% 2.0% 

③ 休講・補講などの情報がきちんと提供されている。（昨年度は昨年度２（３）） 

＜＜ 今今 年年 度度 ④ ③ ② ① 

 

＜昨年度 ④ ③ ② ①  

全全体体（（221155 74 98 36 7 全全体体（（224400 106 91 34 9 

    34.4% 45.6% 16.7% 3.3%    44.2% 37.9% 14.2% 3.8% 

11 回回生生（（7700 22 32 13 3 11 回回生生（（8877 44 31 11 1 

    31.4% 45.7% 18.6% 4.3%    50.6% 35.6% 12.6% 1.1% 

22 回回生生（（6677 21 31 11 4 22 回回生生（（5566 25 22 5 4 
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    31.4% 46.3% 16.4% 6.0%    44.6% 39.3% 8.9% 7.1% 

33 回回生生（（5522 21 25 6 0 33 回回生生（（4466 16 19 8 3 

    40.4% 48.1% 11.5% 0%    34.8% 41.3% 17.4% 6.5% 

44 回回生生（（2266 10 10 6 0 44 回回生生（（5511 21 19 10 1 

    38.5% 38.5% 23.1% 0%    41.2% 37.3% 19.6% 2.0% 

① 履修登録は円滑な手続きができるよう工夫されていた。(昨年度は昨年度（６）) 

＜＜ 今今 年年 度度 ④ ③ ② ①  

 

＜＜昨昨年年度度 ④ ③ ② ①  

全全体体（（221155 71 99 29 6 全全体体（（224400 72 103 52 13 

    33.0% 46.0% 13.5% 2.8%    30.0% 42.9% 21.7% 5.4% 

11 回回生生（（7700 23 27 7 3 11 回回生生（（8877 26 42 16 3 

    32.9% 52.9% 10.0% 4.3%    29.9% 48.3% 18.4% 3.4% 

22 回回生生（（6677 22 36 7 2 22 回回生生（（5566 18 24 10 4 

    32.8% 53.7% 10.4% 3.0%    32.1% 42.9% 17.9% 7.1% 

33 回回生生（（5522 14 27 10 1 33 回回生生（（4466 9 18 15 4 

    26.9% 51.9% 19.2% 1.9%    19.6% 39.1% 32.6% 8.7% 

44 回回生生（（2266 12 9 5 0 44 回回生生（（5511 19 19 11 2 

    46.2% 34.5% 19.2% 0%    37.3% 37.3% 21.6% 3.9% 

② 資格取得に必要な条件の情報が適切に提供されている。 

＜＜ 今今 年年 度度 ④ ③ ② ① 

 

＜昨年度 ④ ③ ② ①  

全全体体（（221155 81 99 31 4 実施せず     

    37.7% 46.0% 14.4% 1.9%      

11 回回生生（（7700 30 34 6 0      

    42.6% 48.6% 8.6% 0%      

22 回回生生（（6677 20 33 10 4      

    30.0% 49.3% 14.9% 6.0%      

33 回回生生（（5522 22 19 11 0      

    42.3% 36.5% 21.2% 0%      

44 回回生生（（2266 9 13 4 0      

    34.6% 34.5% 15.4% 0%      

⑥ 計画的な履修が可能となるような時間割だった。（昨年度は昨年度（５）） 

＜＜ 今今 年年 度度 ④ ③ ② ① 

 

＜＜昨昨年年度度 ④ ③ ② ① 

全全体体（（221155 60 92 54 5 全全体体（（224400 73 98 53 16 

    27.9% 42.8% 25.1% 2.3%    30.4% 40.8% 22.1% 6.7% 

11 回回生生（（7700 17 32 20 1 11 回回生生（（8877 31 39 14 3 

    24.3% 45.8% 28.6% 11.4%    35.6% 44.8% 16.1% 3.4% 

22 回回生生（（6677 17 33 14 3 22 回回生生（（5566 17 18 15 6 

    25.4% 49.3% 20.9% 4.5%    30.4% 32.1% 26.8% 10.7% 

33 回回生生（（5522 20 18 13 1 33 回回生生（（4466 7 27 8 4 
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    38.5% 34.6% 25.0& 1.9%    15.2% 58.7% 17.4% 8.7% 

44 回回生生（（2266 6 9 7 0 44 回回生生（（5511 18 14 16 3 

    23.1% 34.6% 3.8% 0.0%    35.3% 27.5% 31.4% 5.9% 

自由記述の項目として「授業科目、カリキュラムや履修登録に対する意見・要望を箇条書きで

書いてください。」を設けた。 

「学生参加形式の授業が多かった」の項目は前年度にもあるため比較可能である。全体では④

が 2023 年度 49.2％に対し 2024 年度は 47.4％と 1.8％減少したのに対し、③は 2023 年度 45.4％

に対し、2024 年度は 51.6％と 6.2％増加している。学年別に見ていくと１回生について②が 2023

年度 3.4％に対し 2024 年度 10.0％と 6.2％上昇している。この項目についてさらに学年別に見

ていくと、2回生 2023 年度 5.4％に対し 2024 年度 4.5％で 0.9％の減少、3回生 2023 年度 6.5％

に対し 2024 年度 5.8％と 0.7％の減少、4 回生 2023 年度 5.9％に対し 2024 年度 3.8％と 2.1％

減少しており、学年が進むにつれて学生参加形式の授業が少ないと感じる割合が昨年度より減

少している。 

この理由として考えられるのは、１回生では実習がなく、実習経験を踏まえて進める授業が少

ないことと、１回生では２回生からの実習に向けて基礎的な知識の習得が求められるため、どう

しても知識を得ることを重視した授業内容となることである。また「学生参加」の概念について、

学生と教員の間で認識が異なる可能性が考えられる。各学生に記述や意見を求めることは「学生

参加」であると教員は考えているが、学生の側は学生間の意見交流や実技、協同作業に「学生参

加」を実感する傾向があると思われる。 

自由記述からは、免許資格や卒業に必修となる科目が時間割上で重ならないようにしてほし

い、履修登録の際に抽選にならないようにしてほしい、免許資格や卒業に必要となる科目を分か

りやすくしてほしい、といったことが学生の要望であることがうかがえる。 

そのため「履修登録は円滑な手続きができるよう工夫されていた。」の項目を参照すると、全

体では④について 2023 年度 30.0％に対し 2024 年度 33.0％と３.0％の増加、③について 2023 年

度 42.9％に対し 2024 年度 46.0％と 3.1％の増加、②について 2023 年度 21.7％に対し 2024 年

度 13.5％と 8.2％の減少、①について 2023 年度 5.4％に対し 2024 年度 2.8％と 2.6％減少して

おり、履修登録の円滑化について学生の満足度は昨年より向上していることが読み取れる。 

この理由としては、複数開講される科目について、学生自身がポータルサイトに表示される履

修登録者数を参照し、複数開講される科目について履修登録の分散を図ったことと、教室変更や

開講数を増やすなどの施策により履修希望が集中した際の抽選を少なくしたことが考えられる。 

免許資格や卒業に必要となる科目を分かりやすくしてほしい、との要望に対して、「履修の手

引き」の卒業必修、免許・資格取得に必要な科目を記載した一覧表の記載方法の改善が次年度に

向けて図られている。 

 

２２．．本本学学ででのの学学生生生生活活ににつついいてて  

この項目では本学での学生生活について尋ねている。質問項目を以下に示す。 
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(1) 研究室方式なので、気軽に教員と話し合っている。 
(2) 事務職員の対応に満足している。 
(3) 気軽に話せたり、相談できたりする友人がキャンパス内にいる。 
(4) 心身の健康管理のための相談室や保健室は利用しやすい。 
(5) 採用試験対策の講座などの就職サポート体制が充実している。 
(6) 実習やボランティアなどへの支援体制が充実している。 

２．については大幅な変更はないが、参考までに昨年度までの項目を以下に挙げる。 
(1) 研究室方式なので、気軽に教員と話し合っている。（変更なし） 
(2) 事務職員の対応に満足している。（変更なし） 
(3) 休講・補講などの情報が分りやすく提供されている。（今年度１（３）へ移
動） 
(4) 心身の健康管理のための相談室や保健室は利用しやすい。（変更なし） 
(5) 採用試験対策の講座などのサポート体制が充実している。（「就職」を挿入） 
(6) 実習やボランティアなどへの支援体制が充実している。（変更なし） 

 
 結果は次に示す表のようになっている。 

各設問の選択肢（ ④あてはまる ③ややあてはまる ②あまりあてはまらない ①あては
まらない ） 

① 研究室方式なので、気軽に教員と話し合っている 
＜＜今今年年 ④ ③ ② ① 

 

＜昨年 ④ ③ ② ① 

全全 体体 135 64 12 3 全 体 153 65 17 5 

    62.8% 29.8% 5.6% 1.4%   63.8% 27.1% 7.1% 2.1% 

11 回回生生 42 25 3 0 1 回生 50 29 7 1 

    60.0% 35.7% 4.9% 0.0%   57.5% 33.3% 8.0% 1.1% 

22 回回生生 31 28 6 2 2 回生 34 16 4 2 

    46.3% 41,8% 9.0% 3.0%   60.7% 28.6% 7.1% 3.6% 

33 回回生生 41 7 2 1 3 回生 26 16 2 2 

    78.8% 13.5% 3.8% 3.8%   56.5% 34.8% 4.3% 4.3% 

44 回回生生 21 4 1 0 4 回生 43 4 4 0 

    80.8% 15.4% 3.8% 0.0%   84.3% 7.8% 7.8% 0.0% 

②  事務職員の対応に満足している。 

＜＜今今年年 ④ ③ ② ① 

 

＜昨年 ④ ③ ② ① 

全全 体体 119 80 12 4 全 体 121 97 18 4 

    55.3% 37.2% 5.9% 1.9%   50.4% 40.4% 7.5% 1.7% 

11 回回生生 37 31 2 0 1 回生 49 31 6 1 

    42.9% 44.3% 2.9% 0.0%   56.3% 35.6% 6.9% 1.1% 
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22 回回生生 35 21 8 3 22 回回生生 30 22 3 1 

    52.2% 31.3% 11.9% 4.4%    53.6% 39.3% 5.4% 1.8% 

33 回回生生 32 19 0 1 33 回回生生 18 23 3 2 

    61.5% 36.5% 0.0% 1.9%    39.1% 50.0% 6.5% 4.3% 

44 回回生生 15 9 2 0 44 回回生生 24 21 6 0 

    57.7% 34.6% 3.8% 0.0%    47.1% 41.2% 11.8% 0.0% 

③  気軽に話せたり、相談できる友人がキャンパス内にいる。 

＜＜今今年年 ④ ③ ② ① 

 

＜昨年 ④ ③ ② ① 
全全 体体 161 43 6 5 実施せず     

    74.9% 20.0% 2.8% 2.3%      
11 回回生生 52 14 4 0      
    74.3% 20.0% 5.7% 0.0%      
22 回回生生 51 12 1 3      
    76.1% 17..9% 1.5% 4.5%      
33 回回生生 37 12 1 2      
    71.6% 23.1% 1.9% 3.8%      
44 回回生生 21 5 0 0      
    80.8% 19.2% 0.0% 0.0%      
④ 心身の健康管理のための相談室や保健室は利用しやすい。 

＜＜今今年年 ④ ③ ② ① 

 

＜昨年 ④ ③ ② ① 

全全 体体 90 84 23 5 全全 体体 115 90 28 7 

    41.9% 39.1% 10.7% 2.3%    47.9% 37.5% 11.7% 2.9% 

11 回回生生 29 32 9 ０ 11 回回生生 48 29 9 1 

    41.4% 45.7% 10.0% 0.0%    55.2% 33.3% 10.3% 1.1% 

22 回回生生 25 30 8 3 22 回回生生 26 23 5 2 

    37.3% 44.8% 11.9% 4.5%    46.4% 41.1% 8.9% 3.6% 

33 回回生生 19 14 5 2 33 回回生生 15 22 6 3 

    36.5% 26.9% 9.6% 3.8%    32.6% 47.8% 13.0% 6.5% 

44 回回生生 17 8 1 0 44 回回生生 26 16 8 1 

    65.9% 30.8% 3.8% 0.0%    51.0% 31.4% 15.7% 2.0% 

⑤ 採用試験対策の講座などの就職サポート体制が充実している。 

＜今年 ④ ③ ② ① 

 

＜昨年 ④ ③ ② ① 

全全 体体 73 115 21 6 全全 体体 92 111 31 6 

    34.0% 53.5% 9.8% 2.8%    38.3% 46.3% 12.9% 2.5% 

11 回回生生 19 44 7 0 11 回回生生 30 45 11 1 

    27.1% 62.9% 10.0% 0.0%    34.5% 51.7% 12.6% 1.1% 

22 回回生生 24 37 5 1 22 回回生生 22 27 6 1 

    35.8% 55.2% 7.5% 1.5%    39.3% 48.2% 10.7% 1.8% 
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33 回回生生 20 24 6 2 33 回回生生 10 25 9 2 

    38.5% 46.2% 11.5% 3.8%    21.7% 54.3% 19.6% 4.3% 

44 回回生生 10 10 3 3 44 回回生生 30 14 5 2 

    38.5% 38.5% 11.5% 11.5%    58.8% 27.5% 9.8% 3.9% 

⑥ 実習やボランティアなどへの支援体制が充実している。 

＜＜今今年年 ④ ③ ② ① 

 

＜昨年 ④ ③ ② ① 

全全 体体 83 107 20 5 全全 体体 96 116 24 4 

    38.6% 49.8% 9.3% 2.3%    40.0% 48.3% 10.0% 1.7% 

11 回回生生 25 39 6 0 11 回回生生 41 39 7 0 

    35.7% 55.7% 8.6% 0.0%    47.1% 44.8% 8.0% 0.0% 

22 回回生生 24 36 4 3 22 回回生生 21 29 6 0 

    35.8% 53.7% 6.0% 4.5%    37.5% 51.8% 10.7% 0.0% 

33 回回生生 23 22 6 1 33 回回生生 14 26 4 2 

    44.2% 42.3% 11.5% 1.9%    30.4% 56.5% 8.7% 4.3% 

44 回回生生 11 10 4 1 44 回回生生 20 22 7 2 

    42.3% 38.5% 15.4% 3.8%    39.2% 43.1% 13.7% 3.9% 

 
自由記述の項目として「学生生活に関する意見・要望や、問題と感じることがあれば、箇条書

きで書いてください。」を設けた。 
自由記述からは、学祭までの準備期間が短いと感じている、椅子が固い、壊れているものがあ

るなどピアノ設備に対する改善要望が見受けられた。３での自由記述の質問と重複するが、短大
に食堂があるため、大学の学生がすぐに利用できるアイスや軽食を含む自販機の種類やお湯の
設置場所を増やしてほしい、トイレに荷物を掛ける場所がほしいとの要望がある。また１回生か
らは、２回生以上の学生の授業態度に関する不満が散見される。 

「研究室方式なので、気軽に教員と話し合っている」の項目について、１回生では 60.0％に対
し４回生では 80.8％と４回生では⻑期傾向を見ると割合は上昇している。しかし、１回生の
60.0％に対し２回生では 46.3％と 13.7％減少している。この理由としては、２回生は大学生活
に慣れ１回生より教員の援助が必要でなくなることや、学生生活の中で対教員より学生同士の
関係性に関心が向かうこと、学生が卒業までまだ期間があると考えているため進路について悩
む機会が比較的少ない学年であることが考えられる。 
 今回から加えた「気軽に話せたり、相談できる友人がキャンパス内にいる」の項目では、全体

で①が 74.9％、②が 20.0％と①、②合わせると 94.9％の学生が、キャンパス内にある程度の関

係性のある友人がいると答えている。大学に来るモチベーションの点からも好ましい結果とな

っている。ただ、学生はアルバイト先、ボランティア先、趣味の集まり、地域のコミュニティ等、

複数のコミュニティに所属していると考えられるため、キャンパス内以外にも学生が「居場所」

と思える場が複数あればなお好ましいと考える。 
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３３．．本本学学のの施施設設・・設設備備ににつついいてて  

この項目では本学での学生生活について尋ねている。質問項目は以下に示すようになっている。 

 

(1) 図書館の施設・設備に満足している。 

(2) 学生食堂は利用しやすい。 

(3) 講義室には学習に集中できる設備が整っている。 

(4) 友人と過ごしたり、休憩したりするスペースが充実している。 

(5) 自習のためのスペースや環境が整っている。 

(6) ピアノのスキルアップのための施設や設備が整っている。 

(7) Wi-Fi 環境が整っている。 

 
3．については大幅な変更はないが、参考までに昨年度までの項目を以下に挙げる。 
 
  

(1) 図書館の施設・設備に満足している。（変更なし） 

(2) 学生食堂の施設・内容に満足している。（質問文の変更あり） 

(3) 講義室には学習に集中できる設備が整っている。（変更なし） 

(4) 友人と過ごしたり、休憩したりするスペースが充実している。（変更なし） 

(5) 自習のためのスペースや環境が整っている。（変更なし） 

(6) ピアノのスキルアップのための施設や設備が整っている。（変更なし） 

(7) （今回追加した質問項目のため昨年度なし） 

 Wi-Fi 環境の整備を図ったため接続状況の確認が必要と考え（７）の項目を追加した。 
結果は次に示す表のようになっている。 
各設問の選択肢（ ④あてはまる ③ややあてはまる ②あまりあてはまらない ①あてはまら

ない ） 
① 図書館の施設・設備に満足している 

 ＜ 今 年 ④  ③  ②  ① 

 

＜昨年度＞ ④ ③ ② ① 
全全体体（（221155 111111  8888  2266  1166  全全体体（（224400名名）） 112288 9911 1188 33 

    5511..66%%  4400..99%%  1122..11%%  77..44%%     5533..33%% 3377..99%% 77..55%% 11..33%% 

11 回回生生（（7700 3355  3311  44  00  11 回回生生（（8877 4444 3377 66 00 

    3366..77%%  4444..33%%  55..77%%  00..00%%     5500..66%% 4422..55%% 66..99%% 00..00%% 

22 回回生生（（6677 3333  1199  1177  1144  22 回回生生（（5566 2288 2266 22 00 

    4400..33%%  2266..44%%  2255..44%%  66..00%%     5500..00%% 4466..44%% 33..66%% 00..00%% 

33 回回生生（（5522 2277  1199  44  22  33 回回生生（（4466 2222 1166 55 33 

    5511..99%%  3366..55%%  77..77%%  33..88%%     4477..88%% 3344..88%% 1100..99%% 66..55%% 

44 回回生生（（2266 1166  1199  11  00  44 回回生生（（5511 3344 1122 55 00 

    6611..55%%  3344..66%%  33..88%%  00..00%%     6666..77%% 2233..55%% 99..88%% 00..00%% 

② 学生食堂は利用しやすい。（昨年度（２）学生食堂の施設・内容に満足している。との比

＜今年度 ④ ③ ② ① ＜昨年度＞ ④ ③ ② ① 
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全全体体（（221155 8833  6666  4422  2244  

 

全全体体（（224400名名）） 9999 7788 4466 1177 

    3388..66%%  3300..77%%  1199..55%%  1111..22%%     4411..33%% 3322..55%% 1199..22%% 77..11%% 

11 回回生生（（7700 3355  2255  66  44  11 回回生生（（8877 5533 2244 88 22 

    5500..00%%  3355..77%%  88..66%%  55..99%%     6600..99%% 2277..66%% 99..22%% 22..33%% 

22 回回生生（（6677 2277  1199  1177  44  

 

22 回回生生（（5566 2211 2211 99 55 

    4400..33%%  2288..44%%  2255..44%%  66..00%%     3377..55%% 3377..55%% 1166..11%% 88..99%% 

33 回回生生（（5522 1144  1166  1122  1100  33 回回生生（（4466 88 1177 1122 99 

    2266..99%%  3300..88%%  2233..11%%  1199..22%%     1177..44%% 3377..00%% 2266..11%% 1199..66%% 

44 回回生生（（2266 77  66  77  66  44 回回生生（（5511 1177 1166 1177 11 

    2266..99%%  2233..11%%  2266..99%%  2233..11%%     3333..33%% 3311..44%% 3333..33%% 22..00%% 

③ 講義室には学習に集中できる設備が整っている 

＜今年度 ④ ③ ② ① 

 

＜昨年度＞ ④ ③ ② ① 
全全体体（（221155 8833  111133  1144  55  全全体体（（224400名名）） 110044 110055 2299 22 

    3388..66%%  5522..66%%  66..55%%  22//33%%     4433..33%% 4433..88%% 1122..11%% 00..88%% 

11 回回生生（（7700 2299  3366  55  00  11 回回生生（（8877 4411 3366 1100 00 

    4411..44%%  5511..44%%  77..11%%  00..00%%     4477..11%% 4411..44%% 1111..55%% 00..00%% 

22 回回生生（（6677 2266  3377  22  22  22 回回生生（（5566 2255 2244 77 00 

    3399..00%%  5555..22%%  33..00%%  33..00%%     4444..66%% 4422..99%% 1122..55%% 00..00%% 

33 回回生生（（5522 1188  2277  66  11  33 回回生生（（4466 1177 2200 77 22 

    3344..66%%  5511..99%%  1111..55%%  11..99%%     3377..00%% 4433..55%% 1155..22%% 44..33%% 

44 回回生生（（2266 1100  1133  11  22  44 回回生生（（5511 2211 2255 55 00 

    3388..55%%  5500..00%%  33..88%%  77..66%%     4411..22%% 4499..00%% 99..88%% 00..00%% 

④ 友人と過ごしたり、休憩したりするスペースが充実している。 

＜今年度 ④ ③ ② ① 

 

＜昨年度＞ ④ ③ ② ① 
全全体体（（221155 9988  8822  2244  1111  全全体体（（224400名名）） 112211 8855 2277 77 

    4455..66%%  3388..11%%  1111..22%%  55..11%%     5500..44%% 3355..44%% 1111..33%% 22..99%% 

11 回回生生（（7700 3388  2244  66  22  11 回回生生（（8877 5566 2244 66 11 

    5544..22%%  3344..33%%  88..66%%  22..99%%     6644..44%% 2277..66%% 66..99%% 11..11%% 

22 回回生生（（6677 3322  2244  99  22  22 回回生生（（5566 2244 2244 77 11 

    4477..88%%  3355..88%%  1133..44%%  33..00%%     4422..99%% 4422..99%% 1122..55%% 11..88%% 

33 回回生生（（5522 2200  2244  44  44  33 回回生生（（4466 1188 1155 88 55 

    3388..55%%  4466..22%%  77..77%%  77..77%%     3399..11%% 3322..66%% 1177..44%% 1100..99%% 

44 回回生生（（2266 88  1100  55  33  44 回回生生（（5511 2233 2222 66 00 

    3300..88%%  3388..55%%  1199..22%%  1111..55%%     4455..11%% 4433..11%% 1111..88%% 00..00%% 

⑤ 自習のためのスペースや環境が整っている。 

＜今年度 ④ ③ ② ① 

 

＜昨年度＞ ④ ③ ② ① 
全全体体（（221155 9977  110000  1122  66  全全体体（（224400名名）） 112211 9911 2222 66 

    4455..11%%  4466..55%%  55..66%%  22..88%%     5500..44%% 3377..99%% 99..22%% 22..55%% 

－ 59 －

25065045_令和6教育研究活動の現状と課題_本文.indd   5925065045_令和6教育研究活動の現状と課題_本文.indd   59 2025/07/01   19:17:302025/07/01   19:17:30



11 回回生生（（7700 3355  3300  44  11  11 回回生生（（8877 5500 3311 55 11 

    5500..00%%  4422..99%%  55..77%%  44..44%%     5577..55%% 3355..66%% 55..77%% 11..11%% 

22 回回生生（（6677 2299  3355  22  11  22 回回生生（（5566 2299 2244 33 00 

    4433..33%%  5522..22%%  33..00%%  11..55%%     5511..88%% 4422..99%% 55..44%% 00..00%% 

33 回回生生（（5522 2222  2233  44  33  33 回回生生（（4466 1177 1166 88 55 

    4422..33%%  4444..22%%  77..77%%  55..88%%     3377..00%% 3344..88%% 1177..44%% 1100..99%% 

44 回回生生（（2266 1111  1122  22  11  44 回回生生（（5511 2255 2200 66 00 

    4422..33%%  4466..22%%  77..66%%  33..88%%     4499..00%% 3399..22%% 1111..88%% 00..00%% 

⑥ ピアノのスキルアップのための施設や設備が整っている。 

＜今年度 ④ ③ ② ① 

 

＜昨年度＞ ④ ③ ② ① 
全全体体（（221155 112299  7799  66  11  全全体体（（224400名名）） 114488 7788 1144 00 

    6600..00%%  3366..77%%  22..88%%  00..55%%     6611..77%% 3322..55%% 55..88%% 00..00%% 

11 回回生生（（7700 4455  2244  11  00  11 回回生生（（8877 5599 2266 22 00 

    6644..33%%  3344..33%%  11..44%%  00..00%%     6677..88%% 2299..99%% 22..33%% 00..00%% 

22 回回生生（（6677 4400  2255  11  11  22 回回生生（（5566 3322 2222 22 00 

    5599..77%%  3377..33%%  11..55%%  11..55%%     5577..11%% 3399..33%% 33..66%% 00..00%% 

33 回回生生（（5522 2299  2222  11  00  33 回回生生（（4466 2244 1199 33 00 

    5555..88%%  4422..33%%  11..99%%  00..00%%     5522..22%% 4411..33%% 66..55%% 00..00%% 

44 回回生生（（2266 1155  88  33  00  44 回回生生（（5511 3333 1111 77 00 

    5577..77%%  3300..88%%  1111..55%%  00..00%%     6644..77%% 2211..66%% 1133..77%% 00..00%% 

⑦ Wi-Fi 環境が整っている。 

＜今年度 ④ ③ ② ① 

 

＜昨年度＞ ④ ③ ② ① 
全全体体（（221155 8833  9911  3311  1100  実施せず     

    3388..66%%  4422..33%%  1144..44%%  44..77%%       

11 回回生生（（7700 2299  3311  1100  00       

    4411..44%%  4444..33%%  1144..33%%  00..00%%       

22 回回生生（（6677 2222  3333  99  33       

    3322..88%%  4499..33%%  1133..44%%  44..55%%       

33 回回生生（（5522 2222  1177  99  44       

    4422..33%%  3322..77%%  1199..33%%  77..77%%       

44 回回生生（（2266 1100  1100  33  33       

    3388..55%%  3388..55%%  1111..55%%  1111..55%%       

 
自由記述の項目として「本学の施設・設備について意見・要望を箇条書きで書いてください。」

を設けた。自由記述からは、短大側に食堂、図書館などの設備が集積しており、大学側からのア

クセスに時間がかかることへの不満が見られる。来年度から大短が統合されるものの、在学生に

とってはあくまで「短大の」設備が充実しただけで、大学側に設備充実の恩恵がないと感じてい

ることがうかがえる。食堂についての要望は多く、大学側にも食堂を設ける、もしくは軽食が買
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えるようにしてほしいとの希望がある。昼食時に食堂が混むため、大学側で予約や受け取りがで

きるようにしてほしいとの要望がある。 

また、通学手段について通学バスが廃止されたことに対する不満が多く、自家用車やバイク

での通学を認めてほしいとの要望がある。大阪市内で路上喫煙が禁止されたことが背景にある

のか、喫煙所の開設を望む声も散見される。 

今回初めて Wi-Fi 環境に関する質問項目を設けた。３階の Wi-Fi が弱いとの指摘が複数あっ

たため改善が必要と思われる。 

学生が大学を快適な場と感じる要素として、一人でまたは気の合う仲間とくつろいだり、必

要な際に集中できたりできるスペースが確保されていることが挙げられる。お湯や電子レンジ、

コンセント、自販機の設置場所を増やす、一人もしくは小グループでくつろげるソファの設置、

個室や区切られた場所でパソコン利用以外にも学習できる空間の設置などが学生の学内滞留

時間を増加させ、大学に来るモチベーションを高めることによる授業への出席率や大学への満

足度を高める上で有効であると考える。 

 

質問事項の最後に自由記述の項目として、「本学の好きなところ、満足できるところ等があれ

ば、具体的に書いてください。」を設けた。この欄の回答として、「学食がきれい」「過ごしてい

て楽しい」「少人数制で友達作りがしやすく、先生方にも相談しやすい」「先輩方の雰囲気も良く

親しみやすい」「資格を取るための勉強に集中しやすい」等が挙がっている。学食といった設備

面の魅力は学外に向けて比較的伝えやすいが、「雰囲気」「友達作りがしやすい」「先生方に相談

しやすい」といった人間関係や雰囲気、教員の魅力といった人的資源の魅力は外部に伝わりにく

いのではないかと考える。本学の魅力発信の際に、本学の持つ人的資源の魅力をどのように伝え

ていくかは今後の課題である。 
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Ⅴ ＦＤ・ＳＤ活動 
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令和６年度のＦＤ活動として、6 月に全教員による公開授業を実施し、見学した内容について

の感想コメントの提出を求めた。さらに、感想コメントを冊子として配布し、ふりかえりの会を

行った。2月に、授業力向上と支援教育への理解を深めるための「授業研修会」を行った。 
ＳＤ活動としては、ＳＤ研修を実施した。 

 
１１．．公公開開授授業業にによよるる授授業業研研究究  
公開授業は、6 月 10 日（月）～6 月 21 日（金）の間に全ての教員が通常授業を 2 回以上公開

する形で実施した。各教員の公開予定授業の内容と日程の一覧表を配布し、それぞれの教員が自

分の空き時間に合わせて自由に見学する形で行った。その期間に、公開された 34 の授業に対し

て各教員の見学が実施され、12 名の教員から見学した 19 の授業への感想・コメントが提出され

た。終了後全てのコメントをサーバー上から閲覧できるようにし、ふりかえりの機会を持った。 

  

 提出された感想の中から、それぞれの文章の一部を抜粋し以下に掲載する。 

 

・授業の最初に課題の説明がありました。課題の説明が非常に明確でした。課題の評価の
観点も明確であるし、フォーマットやフォントの設定も詳細に規定しているので、学生が
課題について目的意識を持って取り組むことができると思いました。また、引用文献につ
いての指導も丁寧で、今度卒論を製作するにあたり、このように文献の引用などについて
きちっと取り扱っていくことによって、とても良いトレーニングになると感じました。 
内容は学生がテキストを分担してまとめたものを発表する形式でした。ただ発表させただ
けではなく、その発表内容を聞いて各自がワークシートに記載するという活動があったの
で、目的意識も持って聞いている学生もいたのは良かったです。内容的には専門的で難しい
内容も多かったのですが、学生の発表の後に先生の補足解説などもあって、理解を補うこと
もできているようでした。最後にフォームで感想を入力して、チャットでそれを公開したり、
課題のやり取りも Teams を活用されているということで ICT も効果的に活用さている印
象を受けました。 
 
・あらかじめ、学生が授業の目標・目的をはっきりともてるように、また、この授業で何
をどのプロセスで学んでいくのかを示していて大変わかりやすいと感じました。 
この授業で、各自がそれぞれにイメージする「幼小連携」を例に出して、幼小連携活動の
スタートカリキュラムの必要性を具体的に学修。 
 パワポの説明と、手元のプリントをリンクさせて、答え(考えの観点)を書き足していく
ような流れは、私も時々しますが、考えさせてからの答えの導きはとても丁寧だと感じ入
りました。 
 

・何回か積み重ねられているようで、学生が手順を理解してワークに慣れて参加してい
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た。 
・時間配分が緻密に計算され、必要な時間、間があきすぎない時間が設定されていた。 
・主観的な観点だけではなく、他者採点も基準が明確にされていて、自己満足に終わらず
フィードバックできていたことで、学生の相談力が身についていた。 
・ロールプレイを取り入れるときに、もう一度自分の授業を見直してみようと思いまし
た。 
グループの作り方を教えていただいたので、活用していきたいと思います。 
ありがとうございました。 
 
・取り組みやすいように、あらかじめテーマと問いを明示、問いへの発表者は一人ではな
く複数で、答えの内容や答え方をそれぞれ参照できるように工夫されていました。 
具体的な映像が効果的に用いられており、場面がとても理解しやすく、課題を共有できるよ
う工夫されていました。学生の私語もなく、授業に集中して参加していました。グループワ
ークと講義がとてもうまく組み合わせられていて、とても勉強になりました。 
 
・学生が「一人ひとりに合わせた教育」には非常に関心を抱くものの、学級経営について関
心が薄いのが気になっていた。本講義では、小１プロブレムの説明から始まり、学習規律の
確立と、授業妨害をする子どもへの具体的な対処法を取り上げていた。学生が関心を抱いて
いる「一人ひとりに合わせた教育」と、学習規律のある学級の両立を可能にするヒントが提
示されており、学生が学校現場に出た時にすぐに役立つ授業であると感じた。 
 
２２．．授授業業研研修修会会  
 初の企画として今年度着任した先生方３名に、現在取り組んでおられる研究課題につい
て話していただくことにした。2025 年 2 月 12 ⽇、本学の⻄川崇先生、野⼝佳子先生、清⽔
里美先生（講演順）を講師として授業研修会を行った。 
 ⻄川崇先生は「特別⽀援学校中等部における『経験したことの要点をまとめて書く指導』
の検討―文部科学省著作知的障害者用教科書の活用を通して―」の題で、文部科学省著作教
科書の使用率が 30％未満である現状を踏まえ、特別⽀援学校中学部２年の男子生徒に対す
る指導実践について話された。 
 野⼝佳子先生は「研究報告と研究テーマからみた学生のからだの傾向」の題で、これまで
の先生の実践と研究成果を紹介された後、学生のからだやこころの不調について話され、学
生が自分のこころやからだに目を向け、ストレスマネージメントへの意識を促すことにつ
いて話された。 
 清⽔里美先生は、ご自身の経歴とこれまでの研究について話された後、最新版である新版
K 式発達検査 2020 についてと最新版に至るまでの過程について話された。 
 今回講演をいただいた３人の先生方には、特別⽀援に関わる分野をご専門とされている
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共通点がある。近年関心の高いテーマであることもあって、講演の後に設けられた質問の時
間にはこれまでのフロアーから活発な質疑応答があった。講演の後にも、会場で発表内容に
ついての意見交換や、講師に対する質問が続く姿が見られた。 
 
 

 
 
３．SD 研修 
 文科省・各教育委員会が行う研修について、参加（視聴）し、担当課で情報共有を行った。 
 ⽇常の職員組織の連携は、大学内にとどまらず、併設の短期大学事務とも連携に努め、月
１回「合同事務連絡会」を開催して情報の共有を図っている。 
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お わ り に 
 

「令和６年度 教育研究活動の現状と課題―自己点検・評価 報告書―」をお届けします。「Ⅰ 教育研究

活動」は、全教員と各部署の担当者が集まって行われる教育研究活動の報告全体会で報告される内容に基づい

ています。第１回で各部署の今年度計画されている「具体的な取り組み」の報告があり、第２回で進捗状況の

中間報告がなされます。忌憚のない意見が飛び交い、時には議論となることもあります。第３回は年度末のま

とめとして、年度初めに挙げられた「具体的な取り組み」がどれだけ実現したかの３段階で自己評価をします。

この自己評価についても質疑応答があり、出席者からその評価の妥当性が問われます。所属する部署の報告の

際には毎回緊張しますが、普段は可視化されにくい各部署の業務内容や取り組みを全学で共有し、自己点検と

評価を図る貴重な機会となっています。 
従来紙媒体で行ってきた授業アンケートを、今年度ポータルサイトを用いた web 回答へと変更しました。

その際に質問項目も再検討し、学生の授業に対する受け止め方がより反映される、教員が授業の振り返りに役

立てられることを重視した項目に変更しました。授業アンケート機能を持たせるためのポータルサイトの仕様

変更、ポータルサイト上で回答可能な質問形式を整える必要など予想より多くの課題がありました。一つ一つ

の課題について教学課と綿密な打ち合わせを行い、教学課担当者と研究部の二人三脚でそれぞれの課題を乗り

越えていきました。スマートフォンの操作に慣れている学生には回答形式の変更は意外に受け入れられたよう

で、大きな混乱もなく実施することができました。 
併設されている短期大学は従来からポータルサイトを用いて授業アンケートを行っており、今回の回答形式

の変更の際にポータルへの搭載など形式面で参考にしたものの、大学とは質問項目や実施時期等細かい面で異

なっているため、改めて来年度以降、大学と短期大学で質問項目等の形式の統一を図るかを検討する課題があ

ります。 
４月から常磐会学園大学は、大阪常磐会大学・短期大学部として新たな歩みを始めます。長らくこの冊子の

取りまとめを担当してきた研究部も再編され、４月からは研究・地域貢献部となります。引き続き自己点検・

評価について全学での取り組みは継続しますが、その方法や記録の方法については部署の再編に伴い変更が予

想されます。 
 最後になりましたが、本誌発刊に際し、各部署の責任者の方々、研究部の皆さまのご尽力に対し感謝を申し

上げます。 
                         研究部長  岡（宮薗）美佳 
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